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1 .概要
作物グノレープは，技術!隊員 6名と季節雇用 1名で構成され，教育研究部の植物資源開発部門

(専任教員 3名)と連携して諸業務を行っている。知l作と稲作に関する学生への実習指導(戯場

実習 1，燦場実習 s，一般教育演習)，農学部・農学研究科と農場専任教員の研究支援(約 40課

題)および関連「る技術の開発を専門とし，約 Ihaの箇場を管理している。また，グループ共同

研究として，イネ品種のl奴盈，ハレイショの裕光催芽効果を継続して調査し，さらに今年度は，

イネ首あるいは馬鈴薯への微生物製剤l処理の効果，アズキ・ダイズに対する 5-ALA散布の効果な
どを調査したロ

グループに代表，面rJ代表，庶務，会計，実習の各担当を，研究支援については旧部の利用担当

およびそれ以外の担当，水出担当をおき，業務の円滑化をはかつている。また 4ー 1 1月の期

間，農学研究科の農場利用者を加えて，毎週末に部門・グノレ」プ会議を行い，作業日誌を作成す

るとともに次週の作業予定を紐み 関係者に配信している=

(植物資源開発部門・作物グループ主任 由田宏一)

2. 業務内容

( 1 )平成 13年度研究支援業務

1 低水温が水稲の生育・収量に及ぼす影響

北海道における水稲主要品種の収量・窒素反応

水田 (20a )・遊水池隣接地(Ja )・収穫庫内恒温室・オンコ内網室・ハウス

2 ハレイ V ョ根系のi宣伝的差異と耐乾性との関係
パレイショのマイクロチューパーを利用した栽培法

精密岡場 (20" 1.オンコ内ガヲス室・網室・プレハプ調査室

3 緊密土壌ストレスに関する根の特性のi宣伝的変異
オンコ岡場(1.5a )・オンコ内ガラス室・網室

4 サイトウの根系改良系統の作出

精密回場 (0.8a ) 

5. ストレス条件下における作物葉濯反応

オンコ悶場ビニーノレハウス (7.2a)

6.イネの遺伝・育種学的研究

イネ標識遺伝子系統の保存

7 股業機械利用の定期性化と自動1M御に関する研究
水田 (20")・ハウス (4") 

大型実験問場(エンバク問、 30a )・走行実駁 ・一部ビート間引き試験

8.農業機械の開発改良

施設(股業機械実験室および工作機械等の設備)

9. 悶場モニタリングとデジタノレファームの構築

(作物間像情報)

10 無線 LANを利用した産業情報化アプリケーション

(岡場内環境情報解析)
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1 1 アカクローパーの永続性に関する遺伝生態学的研究

12 アズキとサイ トウの窒素固定に関する研究

13 アズキの雨害に関する研究(作物G共同研究)

14. 各種作物の生産性の比較

三要素長期連用試験区における作物の"F.i華料'

稲々の pH、リンレベルにおける作物の生育反応

作物グループ

(悶場内環境情報解析)

精密圃場 (5a)

精密闘場 (8a)

精密画場 (5a )・雨害処理施設(既設)

岡場(703)・水田 (10a )・オンコガラス室

15 ダイズ畑における群落表面温度と槌生指数

精密岡場(1.6a) 

16 土岐中における一酸化炭素・メタンの挙動解析

(土壊ガス係取)

17 パルス状制動放射線によるスカイシャイン線の評価

18. ;高C02条件下における作物の反応

プレハプ西側 (2a ) 

19. 作物生態実験 l

施設(収穏鹿)

20 作物生態実験 2

施設(プレハプ 2階)

21 ダイズ遺伝資源、の評価と積子i曽殖

精密恩場 (5a ) 

22 テンサイ単脹性に関する分子育種的研究

長日闘揚(10 a ) 

23 ダイズの硬実性に関する分子育種的研究

オンコ内回場・ビニーノレハウス (10a ) 

24 チコリー遺伝資源の評価

精密囲場 (1a ) 

25 テンサイと雑草の識見IJ

大型実験岡場(画像解析)

26.作物センサを用いた自動うね合わせ除草機の開発

大型実験回場(画像解析)

27 作物高さセンシングシステムの開発

大型実験岡場(作物の高さ測定)

28 イネ科牧革のエンドファイトに関する研究

精密悶場(15a )・ハウス (0.5a)

29 新規導入作物i自性に関する研究
精密回場 (5a ) 

30 図場を利用した作物学的研究の遂行

水田 (IOa)大型実験回・ (33.8a)・オンコ悶場・ガラス室含む (37.5a)

31 気象条件からみたトウモロコシの潜在生産力

精密岡場(10a ) 

32. テンサイの細胞質雄性不稔性に関するi宣伝学的解析
長日恩士号(15 2 ) 

33 イネ根に存在する GPIアンカータンパク質の解析

(湿重量;のイネの根)
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平成 14年度研究支援業務

1. 

19 

20 

21. 

22 

23 

n 

t":.句』

18・ 平成 13年度継続研究

無線 LANを利用したイネ育苗管理

装置設置 ・観測調整

サイドージ苅トウモ μ コシの品種比較試験

大型実験問場(10 a )・栽縫作業

緑土保持能力が異なるトウモロコシ品種の潜在生産性

精密悶場 (lOa)・殺情作業

平成 13年度継続研究

テンサイおよびダイズの日長反応性の解折

長日岡場(l5a)・栽培作業

栽培および野生ダイス造伝資源、に関する遺伝学的研究

精密岡場 (5a )・オンコ岡場(I5a )・栽培作業

25.精密除草機の開発
大型実験問場(1 0 a )・wイス'・ビート畑)

26. 自立直進走行のためのビジョンシステム

大型実験回場 (j0 a )・wイ̂ ~ t~- 卜知)

平成 15年度研究支援業務

4 

5 

6 

12 

13. 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

3 平成 13年度継続研究

ダイズ里子生iiI伝資源の評価と増殖
オンコ闘場(15a )・栽倍作業

ダイズ感光性の評価とテンサイ単応性の解析

長日間場(lOa)・殺稿作業

11 平成 13年度継続研究

フラボノイドt"fi!与によるダイズ根粒着生促進効果に関する研究
精密悶場(JOa)・栽培作業

15. 平成 13年度継続研究

畑作の生産ポテンシヤノレに及ぼす環境要因の影替の解明

(作物の生産性に関する品種と環境要因の相合作用の機構を解明する)

綿密岡場 (60a) -栽培作業

陸稲品秘の耐単性評仙試験(次年度試験のための樋チ増姻)

平成 13年度継続研究

平成 14年度継続研究

安定同位体比指標を用いた土模による

大気中一般化炭素吸収過程の解明

平成 14年度継続研究

平成 13年皮継続研究

オンコ圃場ビニーノレハウス (7.23)・栽f音作業

精密岡場 (Ja)・71レアアノレアァ畑
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作物グループ

23 畑作有機栽培に関する研究

オンコ岡場場 (8a )・オンコ岡場ガラス室・網室・栽培作業

24 生物生産研究成場における微小環境の空間的変異の解明

大型実験悶場

25 精密除草機の開発

大型実験回場 (20a )・ W 1.;1... . t"-ト畑)

平成 16年度研究支援業務

1. ~ 3 平成 13年度継続研究

4. ヒヨアコ 7 メの環境適応性検定試験

精密画場 (2a ) 

5 ダイズ分離集団の栽培及び遺伝資源、の増殖評価

精密岡場 (2a ) 

6. ~ 11 平成 13年度継続研究

12. genistein投与によるダイズ根粒菌着生促進効果

精密関場 (3a ) 

j 3. 5-ALAの胞与によるダイズ生育促進効果の実証試験

精密岡場 (3a ) 

14 平成 13年度継続研究

15. 微生物製剤の施与による水稲生育促進効果の実証試験

水田 (2a ) ・作物グノレープ共|司実験

16 ダイズ耐湿性に関する根特性と生産性の解析

水回転換:I:f!!(5a)・オンコ (2a)・ガラス室網室

17. セオブロキシド散布によるパレイショ生産増収

大型実験岡(生産用バレイショに一部散布)

18.輪作画場における局所的1iil境の動態と作物収量との関係

大型実験問場 (5a ) 

19 コムギ個体老化のメカニズム

大型実験闘場(!a ) 

20. テンサイおよびダイズの交雑分離集団の栽培

オンコ岡場 05a)

21 平成 14年度継続研究

22.テンサイ核ミトコンドリア遺伝子の多様性と相互作用解析

長日岡場

23 平成 15年度継続研究

24 ツノレマメおよがツノレマメ什ダイズの交雑分隊集同の栽矯

オンコ闘場 (15a)

25 平成 13年度継続研究

26. アズキ種皮決赤発生原因の解明

精密開場 (3a )・作物グノレープ共同実験
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平成 17年度研究支援業務

l 水稲品種の直播適正と分げつ性との関係の解明

水田 (10a )、オンコ闘場縞室 ・ハウス・栽縫作業

2. ~ 3. 平成 13年度継続研究

4. ~ 5 平成 16年度継続研究

6. .- 11.平成 13年度継続研究

12. 新旧トウモロコシ品種の栽培密度が耐倒伏性に及ぼす影響の解明

精密困場 (20a )・栽場作業 ・殿場機械庫西プレハプ・栽渚作業

13. ハイパースベクトノレイメージングによる農業岡場センシング

ステレオビジョンによる筒場作物の 3次元位置計測

精密掴場ビート・ダイズ畑

14. 平成 13年度継続研究

15 平成 16年度継続研究

16 馬鈴薯と土の自動選別システムに関する研究

画像撮影

17. ダイズ分離集団の栽培及び遺伝資源の増殖評価

精密回場 (5a )・栽培作業

18 作物栽培期間及び冬期間の土壊水の移動と硝酸溶脱量の定量化

大型実験悶土壊採取

19.農業工学実験・環境と情報の実験(農学部農業工学科 3年生)

精密回場コーン畑

20. テンサイと近縁野生種の生殖形質に関する研究

長日困 (IOa)・照明設備等点検

21. 5-ALAの葉面散布がダイズとアズキの収量に及ぼす影響

精密岡場 (5a )・作物グノレープ共同実験

22 刀パークロップ利用による土減養分の動態の調査

精密圃場(10a)

23 翠成 15年度継続研究

24 平成 16年度継続研究

25 平成 14年度継続研究

26. 農業工学実習

実習補助
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作物グループ

(2)学生実習業務

農場実習 I毎週月曜日生物資源科学科3年生対象(必修単位)

毎週水曜日農業経済学科(必修単位)、応用生命科学科3年生、生物機能科学科2年生対象(選択単位)

段場実習Il:毎週木限日ー生物資源科学科3年生対象(選択単位)

股業工学実習毎週水曜日股業工学科2年生対象(必修単位)

生物資源科学実験:毎週火、水曜日一生物資源科学科1年生対象(必修単位)

一般教育演習 :毎週水曜日一段学部以外の2年生対象(選択単位)

月/日曜日|実習科目| 実 習 内 容

4/6 (水)I農場実習 1Iガイダンス、野菜・草花播種(生物資源科学科)
4/7 (木川良場実習 IIIガイダンス、トマトの接ぎ木

4/11 (月)I段業工学実習|ガイダンス、野菜 ・草花播種(股経学科他)

4/13 (水)I役場実習 1I乳牛飼育/野菜・草花育苗(農経学科他)

(木川農場実習 III作物講義、グルーピング4/14 

4/18 

4/20 

(月)1農場実習 11乳牛飼育/野菜・草花育苗(生物資源科学科)

(水)I農場実習 1I野菜・草花育苗/乳牛飼育(農経学科他)
H "農業工学実習|水稲播種

4/21 (木)I農場実習 III読菜講義、作付け計画書の作成

4/27 (水)I民場実習 1I馬鈴薯播種/野菜の鉢上げ(段経学科他)

" " 農業工学実習|ビート播種機施肥量検定

4128 (木)I農場実習日|作付け計画雪ーの完成、回場の爽雑物拾い、堆肥散布

5/2 (月川農場実習 1I馬鈴薯播種/野菜の鉢上げ(生物資源科学科)

5/9 " 

5/11 (水)

H 

" 

エダマメ、スィートコーン播種(生物資源科学科)

"段経学科他)

11 11 農業工学実習|ビート、馬鈴薯矯種

5/12 (木川農場実習 III土壌改良剤散布、耕転機実習

5/16 (月)I段場実習 1Iトマトの定植/鶏、豚飼育(生物資源科学科)

5/18 (水)1 " "農経学科他)

" " 一般教 育演習|馬鈴薯、スィートコーン播種
5/19 (木)I農場実習 III区画作り、単肥配合・施肥、ベッド作り、

5123 (月)I艇場実習 1I田植え(生物資源科学科)

5/25 (水) " "農経学科他)

5/26 (木)I民局実習日|トマトの定植実習、施肥、播種・苗定植等

" "11没業 工学実習|水稲移植(乗用田植え機使用)

5/30 (月)I J役場実習 1I鶏、豚飼育/アスパラ畑の管理
6/1 

6/6 

6/8 

(水) " " 
(月)I民場実習 1I養蚕(生物資源科学科)

(水)I " I " (農経学科他)

-8-
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作物グループ

月/日 日程日| 実習科目 実 習 内 容

6/8 (水) I24業工学実習 ビート間引き・除草

6/9 (木)段場実習日 殺虫剤施用、施肥、指種・苗定植、添え木立て、苗帽子装着
一一一一一 一 一一一一一

6/13 (月)t主1君実習 l馬鈴薯の中耕 ・除草.ri音土(生物資源科学科)

6/15 (水) H " (農経学科他)

JJ 11 生物資源科学実験|馬鈴薯業面積測定

6/16 (木)1農場実習 ]]1組織培養による繁殖実習

6/20 (月)1農場実習 I1ハスカップ収穫、ジャム作り/摘果・定植(生物資源科学科)

6122 (水)1"  " (段経学科他)

11 11 一般教育演習|馬鈴薯培土

6/23 (木)1股場実習 ]]1種子講義/間引き、追肥、中耕・除草、培土

6127 (月)1農場実習 1 1リンゴの摘果 ・セロリの定植/ハスカップ収穫 ジャム作り(生物資源科学科)

6/29 (水)1 "ハスカソプ収穫・ジャム作り/リンゴの摘果・セロリの定植(民経学科他)

11 " 生物資源科学実験|馬鈴薯塊茎の乾物重測定

6/30 (木)1農場実習 ]]1支柱・ネット立て、海水等

7/4 (月)1農場実習 11農業機械・野菜収穣/ホー除草(生物資源科学科)

7/6 (水)1 H 俊業機械・野菜収穫/ホー除草(段経学科他)

7/7 (木)1段場実習 ]]1夏期実習の打ち合わせ/農薬の混合、散布の仕方

7/11 (月)1農場実習 11ホー除草/農業機械・野菜収穫(生物資源科学科)

7/13 (水) " ホー除草/農業機械・野菜収穫(農経学科他)

" "一般教育演習|作物栽培管理

7/14 (木)1股場実習 ]]1雑草講義/鎌の研ぎ方、園場の周りの草刈り

7/21 "1 H 値物生理講義/畑、農道、周辺部のホー除草

7/28 "1 "土液肥料講義/葉菜類、キュウリ等の収穫開始、

8/1 (月)Ilfik場実習 11馬鈴薯収穫(生物資源科学科)

8/3 (水)1 H 馬鈴薯収穫(良経学科他)

8/8 (水)1撲場実習日|夏期実習 ガイダンス。ナシの摘果(北大農場余市果樹園)

8/9 H 1 H " 農家研修(牧野良国)

8/10 (木)

8/11 (月)

8/12 (水)

H 

M 

H 

H 

" 
H 

トラクター運転実習/枝豆収穫、馬鈴号車選別・出荷調整

トラクター運転実習/コーン収穫、読菜の最終収総後片つけ

稲作f災家研修(本田氏)

8/31 (水)1農業 工学実習l馬鈴薯(キタアカリ)収穫

9/21 (月)1 H 水稲収穫

10/7 (金)1股切実 1リ I1北大農場余市果樹園にてナシ収穫(全学科合同で希望者のみ)

-9ー
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官 内 寄平成16年度学生実習業務

.場実習 I毎週月曜日生物貰源科学科3年生封書， (必修単位}
毎i!!水曜日一月提言電略封書.，μ{也管単位".同生命糾!1'!l3写生 集約舟舵科学n:?!写生tt.(滋W単位}

農場実習目 白ij:i自木曜日一生物買眼科学科3，手生対敏(遭lR単位)
農業蝿械学実習 毎週金曜日ー農農工学科3年生対線(選択単位)

血車工学誕百毎週水曜日血業工学科2年生対象{必修単位)

生物資源科学実験毎週火水曜日生物資源科学科3年生対象{必修単位}

一般誼育演習得週水曜日農学部以外の2年生封象(選択単位)

月日 B拒日 提習科目 実 1l:? 内 府げ

-， 5 (月)成樹実官 Iガイタ~ス.野草 草花田植(生物資源科学科)
-1 '7 (水) ， ， (底経学科他}

H ， 般車工学実習 ガイダンス、血場施設・抱械見学
4:8 (木}農場実習 Eガイダンス.作物論輯

4/8 {金)""1健機侠空挺実習 説明 ー腹ul等案内

4/12 [月}血場実習 l鈍.豚飼育/乳牛聞育(生物資抑科学科)

4114 {水)農場実習 I鶏.豚飼育J乳牛飼育(底経学科他]

" 
， 良翼工学実習 水稲指種

4/15 {木)農場実習 Eトマトの捜吉木実習
M ， a襲来機蛾学実習 水稲情調、耕転整地作車専の見学
4.'19 (月J脱場実習 l乳牛朗育/剤、豚飼育(生物置源科学科)

4/21 (水} " M (農経学科他)

， 農業工学実習 ビー ト描種機施肥量検定
4/22 (木)農場実官 E務菓講穂/各班揮に話し合い、作付吋計画をたてる

4/23 (壷)腹案慣械学実習 ピ ト措種擁施肥量検定

4/26 (月)思場実習 l馬鈴薯掲種/野菜の鉢上げ(生物資iIl¥'科学科)

4/28 (水) H M (畠経学科他)

5/6 (木}股場実習 E圃輔の央純物(石.ゴミ、雑草等)拾い、パーク地肥散布

5/7 (金)a堅実自民械学実習 ピ ト、馬鈴薯播種
5 '10 (月]壇場実習 lエダマメ、スィ トコーン揖種(生物資源科学科)

5 '12 (水) ， H (農経学科他)

n ，切 農業工学実習 ピ ト馬鈴薯嬬掴

5 13 (木) ， 土壇改艮刑I~布、fJl転倒実習

5 171 (月)臨場実官 l田備え{生物資源科学科}
5 pl (木} H n (底経学科他}

" " 一般教育槙習 区画作り.摘種碍
5 20 {木}農場実習 E区画作り 単肥配合 縞肥、ベッド作り、マルチ〉グ

" 政捻工学書留 水稲修剛{乗用田植え機出用)
5 21 (金}圏実暇h史学実百 " 
5 2-1 {月)農場実百 lナスの産量(生物資師科学科)

5 :::!6! (水} W ，噌 {農語学科他}

血擢工学実習 トラクタ置転実習

Cコ
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月日 B置日 実習科目 実 習 内 山1'1" 

O 4 (*J 農場実習 lカラーピーマン定植(段経学科他)

O 9 (月) 聾E置襲庄製造(生物資源科宇科)
o II (本) M 聾議腹膜製造(政経学科他)

り 12(木)臨場実習 l殺虫剤施m.施把、帰種 ・苗定植.添え木立て.首相γ装着
O 13 (木)農場経世同学実官 トラクタ，g;伝実自l

G 16 (同)農場実習 l酸菌製造義軍(生物資源科学科)

O 18 (水) H 農産担iili~蚕(股経学科他)

じ 19(月)瞳場実習 E園芸講義 1:::)引き、追肥、中111除草、培土
6'23 (月)瞳場実習 l馬鈴薯の中fII 除草 地土(生物資源科学科)

6/25 (水) " (腫経学科{也)

6/26 (木)直場実習日 種子1曽義J支柱ネット立て、潜水等

6/27 (金)農業開同学実習 トレーラ運転実習

6/30 (月)農場実習 lセロリの定植/リンゴの摘果(生物資源科学科)

7/2 (ホ) " " {農経学科他)

7/3 (木)畠場実習 E雑草情報.農薬の混合、散布の仕方
714 (壷)農業開繊学実習 プラウィング運転実習

7/7 (月)農場実習 I座業機械/ホー除草(生物資源科学科)

7/9 (水) " (腹経学科他)

7/10 (木)農場実習 E夏期実習の打ち合わせ/管理作業
7/11 (金}農業11!植学実習 プフウィング実習

7/14 (月)農場実習 lホ 除草/農業機械(生物資源科学科)

7/16 (水) M " (腹経学科他)

" ( 11 ) 一般教育演習 コーンのホー除草
7/17 (木)農場実習日 病気情報供管理作業

7/23 {水)一般教育演習 トラクタ運転実習

7/24 (木)血場実習日 土峨肥似情報。収穫作業等

8/4 (火)段場実習 l喝鈴薯収穫く 本鰍 ・スコッフ>(生物資源科学科)

8 O {木) " (段経学科)

8 7 (木)瞳場実習 E夏期実智 メロン農家研修(本田氏)

8 11 (月) " M }jイダンス ナシの鏑果(北大農場余市果樹聞)

8 12 (火) " 
，吻 t主家研修(牧野農園}

8 131 (水) H H トラクター運転実習圃場管理

tti (本)
H 仰 トラクタ 運転実習最終収穫、片づけ

(水)一般教育演習 最終収様作業

" (水)襲当権1喫崎学誕百 馬鈴望書収穫(ホァトハーベスタ)
10日(木)段場実習 l北大峰場融市民樹闘にてナシ収段(主学科吉岡)

平成15年度学生実習業務

段場実習 I毎週月嶋田生物資源科学科3年生対車{必修単位)
芸週水iIE-.4!I.j号室;;i場料(i.低温 11) 、信用自主副給料!T~fl 3 乞生、生約宅提"学れ 2年三宅1~ <LSP.Ulll) 

政場実習日毎週木曜日生物資源科学科3年生対晶(選択単位)
農業機械学実習 毎週金哨日ー段業工学科3年生対島(選択単位}

生物資源科学実験毎週火、水明日生物資源科学科 3年生対鼻(必修単位)

一般教育演習 毎週木崎日一般牢ffB以外の2年生対晶(選択単位)

月日 niii日 実習科目 実 習 内 出.". 

4 7 (月)農場実習 lガイダンス、グリ ンピーマン揖種(生物資源科牢科)

4 9 (ホ) " M カラーピーマン指種(般経学科他)

4/10 (木)農場実習日 ガイダンスω日装、用意するもの、その他注意事項)
4i 11 (金)廃業時同学実習 説明 ・段場等案内

4/14 (月)農場実習 I鴻、豚飼育J乳牛飼育(生物資源科学科}

4/15 (火)農業!観t~生法案宮 水稲掃種、耕転盤地作業等の見学

4/16 (水)農場実習 l鶏、豚飼育/乳牛飼育(農経竿科他)

4/17 (木)腹場実習 E作物情報/各班毎に話し合い、作付け計画をたてる
4ノ21(月}農場実習 l乳牛飼育/剤、豚飼育(生物資源科学科)

4/23 {水) n " (農経学科他)
4/24 (木)農場実習日 園芸講義/各班毎に話し合い、作付け計画をたてる

4/25 (金)農業時彼学実習 ビート指種機施肥量検定

4/28 (月)農場実習 I馬鈴薯婚種/カラ ピ マンの鉢上げ(生物資源科学科)

4/30 (水) n " (血経学科他)

5/1 (木)峰場実習日 組織培養による緊殖及び無菌嬬種

5/8 ( !I ) " 町場の央総物(石、ゴミ、雑草等)拾い、パーク堆肥散布
5/日 (金)廃業間同学実習 馬鈴薯嬬種

5/12 (月)直場実習 Iエダマメ、スィートコーン措種(生物資源科学科)

5114 {木) " " (段経学科他)

" ( 11 ) 一般教育演習 馬鈴薯、コーンの帰樋
S l5 (木)農場実習日 土域改良剤散布.*'1転機実習
::; L9 (月)，a場実習 l自陣え(生物資源科学科)
5 21 (水) n " (腹級学科他)
S 22 (木)段場実習日 区画作り、倍程等

5 23 (金)理基爽間同記法実宮 水稲移植(乗用田植え慣使用)

λ26 (同)段場実習 lアスパラの定締(生物資源科学科)

:; 28 (ホ) H (Q経学科他)

:; 29 (木)政局実習日 殺虫剤施用、施肥、帰国 ー苗定植、添え木立亡、苗111ナ装着
6 -'2 (水)農場実習 lカラーピ マン定植(生物資源科学科)

ー
ロ
l
l



4

寸
品
省
、
〈

T
l
u-

害内百l実月/日曜日| 実習科目平成14年度学生実習業務
5/12 (水)1 '1拘白血円円'験|馬鈴曹の乾物yl測定
5/13 (木)1農場実習 nIt~樋定植帯
5/17 (月)1農場実習 1I曹蛮/農産製造(生物資源科学科)
5/19 (水)1農場実習 11聾蚕11量産製造(農経学科他)

農鳴実習 I 毎週月曜日ー生物資i原科学科3年生対車(必修単位)

毎週水DM日ー良範経4汗学科(必修単位)、{也学科3$生対車(選問単位)

農場実習日毎週木曜日一生物資t原科学科3年生対事(選択単位)

脱輯1世同学実習 毎週火.金曜日換業工学科3年生対象(選択単位)

生物資源科学実験 協週火、水附日ー主物資源科学科3年生対象(必修単位}

一服教育演習 毎週水端日ー般学部以外の2年生対車(選択単位)

ベ Jド11り5/20 (木)1農場実習 III同1・峨品川i肥 f時宜過{，出ft1}1])配:'i胞肥

5/21 (金)I r:'~ xi同時-;:-'):"1111運転実習

5/2-1 (同)1臨場実習 l|lqgh咳の'1'111.r.:?' .;.:. t，'~ I スィ 1コ ノの11¥1';1き ('1拘白川町山
5/25 (水)

n い ) 1 '1 拘i'i IWl '-;'←"験 I.~鈴曹の乾物語測定
512i(木)1農場実習 n1 1ll 1~実習の打ち合わせ/トマトの支柱立て、間引き かん水など

(J;'lM''?f1.他)

h 
<> 内習実同/日曜日| 実宙科目

5/28 ( 金)[I:L'Il I鍵 ~";:-')~jl "/ I 卜レーラ運転実包

7/1 (月)1農場実習 11セロリの定植(生物資源科学科)

713 (水)I /1 11 腹経学科他)

ガイダンス、加工用トマト帰極(生物資源科学科)

(腹経学科他)

4/8 (月)1農場実習 l

M 

4/10 (水)

4/11 (木)1農場実習 n11jイダンス(服装、用意するもの、その他注意事項)
H " 

11 ( 11 ) I一般教育演習|馬鈴曹、エダマメ町中耕除草培土
7/4 (木)1農場実習 nl雑草情報/餓の研ぎ方、農場実習E圃場周辺町草刈り

4/12 (金)1山主権附下主何|説明 ・農場等索内
4/15 (月)1農場実習 11萌.豚飼育/乳牛飼育(生物資源科学科)

4/16 (火)1由主機械 γ.)~何|水稲惜種、剖l転整地作業等の見学
4/17 (水)1農場実習 11刻、豚悶宵/乳牛飼育{漫経学科他)

7/5 (金)I r.l軍機陪~(;'J.と llltl フラウィング実習

I1lU1i)1些哩主芭I1NiJ輩り草色エダアメースfごトコーンf})除草(主領軍i里科'i'{1l
ゼ!9.J!l<)J__.".一一|一一 ーと一一一ー一 型経1H但
w い)1一般教育演習1埋土種子調査

ー
ロ
l
l 自民)1り三習_"loil主主佐世盟戸時二三'Jブ)一二二二一

7/12 (金)1股毘惚tt-J.?'J.!l"'.'1フラウィング実習

7/1互(旦21'些毛主習 II?で:，..(J)ru1引さ・除草[(生物資i理科宅科〕
7/17 (水)1 "ビデオ学習/農業機械(農経学科他)
7/18 (木)1農場実習 nl土境肥料情報.農薬倣布
7/24 (水)1一般教育演習|運転実習

7/25 (木)1農場実習 nl農産製造情詫

7/30 (火)1農場実習 nl夏期実習. ガイダンス/リンゴの摘果(北大農場余市果樹聞}

農家研修(牧野農園)

トラクター運転実習/圃場管理

トラクター運転実習/圃場管理

水田農家研修{本田氏)

4/18 (木)1農場実習 III作物締義/告班毎に話し合い、作付け計画をたてる

4/22 (月)1縄場実習 11乳牛飼育/湖、豚飼育(生物資源科学科)
一 一一t一一 一-， 一一一一 一一一------，
4/24 (水)1 11 11 農経学科他)

4/25 (金)1白書拠械学Jno，'1ビート矯種機施肥量検定

5/9 (木)1農場実習日|困芸飾雑/告sI毎に話し合い、作付け計画をたてる
5/10 (金1I山車惜械乍:J~j\'11 馬鈴薯間種

5/13 (月)1農場実習 11馬鈴薯燭樋1:力ラーピーマンの鉢上げ(生物資源科学科)
5/15 (水)1 11 11 思笠千明也)

" H 7/31 (水)

" 
I! ( 11 ) I一般教育演習|馬鈴薯、コーンの儲種
5/16 (木)1農場実習日|組織培養による繁殖及び無菌燭種

5/20 (月)1農場実習 11田植え(生物資源科学科)
5/22 (水)1 1/ I 11 (漫経学科他)

5/23 (木)1農場実習 nl土壌改良剤散布‘ 111転機実習
" 
M 

" 
M 

811 (木)

8/2 (金)

8/5 (月)

812S(水)1一般判官積習lii'tIW町下車
11 ( 11 ) I ':~ 1.:慢Irl';:-'hnl馬鈴薯収櫨{ホテ トハーベスタ}
9/19 (火)1農場実習 rrlJi!lt収倍作業
912;;(水)

1
股喝実習 1I稲叫 1)。周鈴暫 枝li'力ラーピーマ〉・スィートコーシ'"崎

日126(木)1践現実習 III資材等の水洗、後片付け.茎葉残ili処理

M " 五124(木)1 山主時1~?'Jijt>l l m用田植え 1現実習
五127(月)1復局実習 1Iエダマメ.スィートコーン!苫極(生物資源科学科)
5/29 (水)I 11 11 畏笠守H也)
5/30 (木)1農場実習川区画!字り l罰極等
5/25 (金)1 習 |水稲捗楢(車岡田植え1量陀閑)
6/3 (月)1農明実習 11力ラーピーマン定植[生物資源科学科)

(民経学科他)

" 

6/5 ('lcJ 9127 (金)I，:a慢峨守主l吋1*稲'1;(陪(自脱型コンパイン使用)
9/30 (月 )1農場実習 11 稲刈 1) 、 HH~暫 ・ 枝豆 カラーピーマン ・ボソ7コーン収倍

北大農場余市果樹園にてサノ'R償(主学科合同)" 1(1 10 (木)

" 
養蚕/政直製造 (生物資源科学科)

(農経学科他)H 

H 

" 
" 

5/10 (月)

6/12 (水)



月/日曜日| 実智科目 h 
廿内習実平成13年度学生実習業務

6/7 (木)1島崎実習 rrllR.菜園芸前義/施肥べ yド作り

6/11 (同)1農場実習 1 1 1を蛋/農産製造(生物資ì~~科学科)
6/12 (火)1午拘Y刊';'H?'Jml馬鈴薯の乾物1fl測定

6/13 (水)11A場実習 IIJを蚕/農産製造{農経学科他)

農場実習 l毎週月曜日一生物資源科学科3年生対草(必修単位)

毎週水曜日ー股業経済学科(必修単位) 他学科3年生対象(潜択単位)

農場実習日毎週木曜日生物資源、科学科3句'j対理(選択単位)

出聾機械学実習 毎週火 金曜日目岐模工学科3年生対争(選択単位)
止物資源科q.実験 毎j!!l火、水椛日一生物資源科学科3年生対象(必修単位)
一般教育誠迎 毎週水眼目一般学部以外出2年生対象(選択単位)

6/14 (木)1農場実習 III t:I~~ ;'~1U判位 111 他肥、問問。 仙じw，瓜え本町，て，'，袖;(.!~i;I，'叫1

6/15 (金>11:1恐慌If!I:";古川1ビート間引き ・除草

6/18 (月)I農場実習 I1.1. lj~仰の'I'W'I::(< ，';， .I;~ I、スィ ートコ ー〆的川崎川拘白州1"?W
6/20 (水) {/;'H:~川ヰ他}

6/21 (木)I農地実習 lil夏期実習の打ち合わせ/トマトの刻主立て、間引き.かん水など
， 

6/22 (金)1山~1[¥1 ht .>;;. 'J~ 1'.'1トラクター運転実習

6/25 (月)1脱場実習 11セロリの定植(生物資源科学科)

6/26 (火)1'1絢汽j;!刊ワ'J.!験|馬鈴曹の乾物量測定

6/27 (水>1 11 11 農経学科他)M 

6/29 (金)11:!I:ll機械?主ll'，'lトラヲター運転実習

7/2 (J月1 1色E堅実習 J I鴎噛ニ三9'てと三イ二土コーノ<12.~モ (切開問型1
7/3 (火)1山車燃同ワ:M1l'11果樹栽培実習(余市果樹園)

7/4 (水)1 11 

11 ( 11 ) I一般教育演習|馬鈴薯、エダマメの中耕 ・除草 田培土
6/28 (木)1農場実習 rrl雑草締殺/繊の研ぎ方、農場実習E圃場周辺町草刈り

(農経学科他)

， ( " ) 1一般教育演習|馬鈴薯.エダマメの中耕除草培土
l!E:'<:全)1旦勾実習 nl密封梓聖!lJ!I薬企?時二 r百年散:fflj直タ作り方と畦:fflの仕方
7/6 (金)1血車機械ワ 'J!I"11フラウィング実習

7/9. (月)1縫場実習 11予備日(生物資源。科学科)

7/11 (水)1 "予備日(農経学科他)

い)1一般教育演習|馬鈴薯、エダマメの除草と防除

7/12 (木)I農堵実習 nl'凶川総/間引き、出J巴中川陣市附九州、き‘相k 刷 iかん水
7/16 (火)1農場実習 rrlu期実習. ガイダンス/リンゴの情果(北大農場余市果樹園)

農家研修(牧野農園}

トラタター運転実習/聞場管理(草刈り)

水田農家研修(本田氏)

" 

月/日 BI~ 日

4/9 (月)1農場実習 1
4/11 (水)

4/12 (木)1農場実智 UIガイダンス(R旧装、用意するもの、その他注意事項)

4/13 (金)1山知艶M，"(':兆円|税明 般場等案内

4/16 (月)1農場実習 11鶴、豚飼育/乳牛飼育(生物資源科学科)

4/17 (火)1 1:1 :ll間同~(: 'J~ I"，1 1 水稲崎種.耕転整地作業等の見学

4/18 (水)1農場実習 11鶏、豚飼育/乳牛飼育(農経学科他)

4/19 (木)1焼場実習 nl組織培養による繁殖及び無薗燭樋

4/23 (月)1農場実習 I1乳牛飼育/苅豚飼育(生物資源科学科)

(農経学科他)

I川nlJ 
kヲ実実習科目 h 

'" 
ガイダンス.1m工用トマト措極(生物資j原科学科)

(農経学科他)" " 

日

ω " " 4/25 (水)

4/26 (木)1股場実習日|作物鴇縫/告班毎に話し合い、作付け計画をたてる

5/7 (月)1農場実習 11 出んのため.~!，at:>HF.i NH[ JUl ，トマトの鉢l:!f('1物白梅(nγ科)
5/9 (水)1 "馬鈴薯婦層、 トマトの鉢上げ(腹経学科他)

5/10 (木)1農場実習 01農作業機械構義/各班毎に作付け計画書の完成

4/27 (金)1山車問 1~7')~円|帰積機施肥量検定

5/11 (金)11.1:臣惜同乍:H円|ビ ト白馬鈴事情極

5/14 (月)1農場実習 I1エダマメ.スィートコーノ宿種(生物資源科学科)
5/16 (水) M " 7/17 (水〉(出制''{:H他}" 

N 

7/19 (火)

7/23 (木)1 ' 1" トラクター運転実習/圃場菅理

8129 (水 ) 1 一般 f~ 育法 ili'l ú'~終'[司俺作車
日/13(火)1農場実習 E

資材等の水洗.後片付け 草葉残溢処I盟

" 
" 

" 
" 

7/18 (月)M い)1一般教育演習|馬鈴曹、スィートコーノ崎優

5/17 (木)1佐官場実習 li1 1囲場の時雑物(石、ゴミ 雑草等)始い句パーク堆肥散布
.，/21 (月)1農場実習 I1田植え(生物資源科学科)
o123(水)I 11 11 股経学科他}

5/24 (木)1農場実習 ul土壊改良剤散布、fII転機実習 M 

守
さ
山
V
〈
「
|
リ
ー

H 

9/21 (金)":D~慢 1.&:";:'"): \'.'1*稲収俺(自脱型コンパイン使用)

9/20 (水)5/25 (金)1山民間lfII."-;:-古川|水稲移摘(量刑囚枢iえ1世陀用)

5128 (月)1限場実習 I1加工用トマト定植(生物資源科学科)

5/30 (ホ) 9/1， (月)1農場実習 11イ民川川エダマメ スィ ートコ J の州~ ('1判目指i.fV;:-f!.)
9/19 (水)

ヱダマメ スィ ートコ ーシI/.iH.(山師"?H他}

5/31 (木)1農場実習 II1 [.[[ ，川~ IIUl! (曲変泊れ取化カリ}配(o，'I~JC 

6/4 (月)I 11 控室11型産出活(生物資源科学科)

(~華経学科他)

" 
{山~.~?~干{山}

北大農場余市果樹園にてすン収穫(全学科合同)

" 
J() J() (金)

!O 2 J (水)1出軍機械す :kl'1lビート収倍
H 

ベッド1Iり

H " 6/6 (吹く)



作物グループ

(3)管理作業業務(作業暦)

月 4 月 5 月 6 月 7 

l二l 6 12 1-1 18 19，20 6 9 19 20 24 25 26 31 8 9 10 13 2122." 7 12 14 21 2:; 
ピ f;ttハ 極 施苗代除田 保補育草除草殺中町、l'除ハ殺草
ニ措的ウ キ』 肥にか草植 11 7.昆横笛メ'1草刈虫干草草ウ虫刈
ポス 催 後除き剤え J~ ポり剤り剤し刈斉'1ス高'1

水 Jレ ツ|勾 芽 草 散ツ ツ 散 散(り散内倣集
;jN ト施 水剤 布きほト ト 集布集布落 布 JjE布草

り の 11巴 f詰 田散 らし洗 洗草 草 71< 日巴

稲 T. . 種 耕布 らの浄 1争 散

1乍 tE 転 )ゆ t品 布

fg¥ り長E め 切

施
) 

り

}刊
) 

20 16 30 11 9 11 21 8 13 20 
一一ーー ー

追 除 追殺 t 成殺 手量 殺私自 'I~ 
H巴 草 肥菌 1 長菌 菌 薗発 被

( 斉'1 (剤l 抑舟l 斉11 剤芽

硫 散 硫散} 市l散 散 1誼抑
安 布 安布 剤布 布 {Ii 伽l
) ) 

散 高'1麦
布 散

布

10 30 1 6 16 17 24 30 4 12 13 14 20 
種 耕(除護 耕(除 i百1ホ殺中間

ス 子 転 2，草水 H 転優草引 l虫 fJt引
イ 粉 3 剤 -作斉IJ き|徐:l¥IJ .き

衣 播 51散 播 ・ 散・耳[説|徐・

ト ( 種 ・布 種ト布除 布草|徐

コ 鳥 ゆ ツ 1草 勾ま

類 鎮め 1 鋲プ

ザ/ 忌 圧の 圧ス

避 コ イ

高IJ
) 

J ト

15 20 16 26 27 11 I 6 7 15 21 29 30 13 
種浴 男 除耕と |除種中 f音培殺 殺

馬
イ光 爵 草転う l草イ耕土土虫 虫

モ 1m . 斉'I や剤モ ・ 剤

T向芳 キ 散 散コ除 f技 1生
鈴 訪問 タ 布 さ布ン草 布 菌

自白 ア や T 剤

薯 カ か。 ナ i拙
') 播 洗 布

① 
播 種: 浄

種 B B.B G G 
14) G G F F:F G G F F F 

キ アルファベッドは図場記号を表す
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作物グループ

1月

lユル 17.1>21 22 

籾

問

中古

米

(
き
ら
ら
)

11 

(
ゆ
き
ま
る
)

(
な
な
つ
ぼ
し
)

11 11 

(
ほ
し
の
ゆ
め
)

1 

げ
乾
燥
機
掃
除

(
ほ
し
た
ろ
う
ゆ
き
ひ
か
り

O月

(
な
な
つ
ぽ
し

・
お
ぼ
ろ
づ
き
)

日
種
籾
脱
穀
(
き
ら
ら
ほ
し
の
ゆ
め
)

1 

5
精
米
・
袋
詰
め

(
き
ら
ら
)

月

4
籾
摺
り
(
き
ら
ら
)

3
稲
葉
堆
肥
作
り

初
一収
穫
機
械
整
備

お
稲
刈
り
(
き
ら
ら
)

幻
稲
刈
り
(
ほ
し
の
ゆ
め
)

日

草

刈

・

集

草

・

運

機

9
稲

架

立

て

組

お

集

草

・

運

搬

お

殺

虫

剤

散

布

辺
一
治
水

山
日
防
鳥
網
修
復

ロ

殺

虫

・

殺

菌

剤

散

布

4
仲
間
鳥
網
張
り

2
殺

虫

・

殺

関

剤

散

布

l

草
刈
・
運
搬

勾

防

鳥

網

張

り

お

草

刈

・
集
草

加
草
刈
・
集
草
・
針
金
張
り

9 月8 月

山
キ
タ
ア
カ
リ
箱
詰
め

幻

さ

や

か

箱

詰

め

お

と

う

や

箱

詰

め

川
男
爵
箱
詰
め

日
目
キ
タ
ア
カ
リ
選
別

7
と
う
や
選
別

6
男
爵
選
別

5
-心
土

破

砕

1

1

1

「判

1
1
1
|川
I
l

l

i

-

-

-
l

i

l

-

-

f

↓

l

i

-

-

m一ト
ッ
プ
ス
ィ

l
ト
収
穫

9
一ゆ
め
の
コ

l
ン
収
穫

H

ピ
l
タ

1
2
3
5
収
穫

2
ゆ
め
の
コ

l
ン
収
穫

お

プ

ラ

ウ

ィ

ン

グ

(
小
麦
跡
己
お
プ
ラ
ウ
ィ
ン
グ

5
心

土

破

砕

(
小
麦
跡
)

一

(
馬
鈴
薯
跡
)

間

約

耗

播

種

鎮

圧

日

心

土

破

砕

9
出

荷

(
馬
鈴
馨
跡
)

3
袋
詰
め

辺
コ
ン
バ
イ
ン
整
備

l
t
=
 

2

h子
組

内

H

一心

土

破

砕

5
茎
葉
残
溢
処
理

H

殺

虫

剤

散

布

お
ピ

1
タ

2

3

5
収
磁

2 12 

殺

虫
剤

散

布

11 

21 

M 

げ

税

イ

モ

入

前

1
 
1

H

 

凶

馬

鈴

薯

出

荷

日

と

う

や

・

さ

や

か

収

穫

日
と
う
や
・
さ
や
か
枕
地
銀
り
F

3
と
う
や
掘
り
体
験
販
売

ー

キ

タ

ア

カ

リ

収

機

幻

男

爵

収

磁

(
キ
タ
ア
カ
リ
・
男
爵
)

ぬ
枕
地
掘
り

2
殺

虫

・

殺

菌

剤

散

布

お

殺

虫

・

殺

菌

剤

散

布

F 

②水田 {51オンコ内聞場(②長日国④隔離閤③精密園場

15-

F G.8 

'I 1大型実験回場

G 

G G 

F 



作物グループ

作業麿(続)
月 4 月 5 月 6 月 7 月
日 10 31 6 16 17 24 30 4 13131920 

種 割; |徐 |徐散 耕 ホ 開 ホ殺ホ

子 転 草 草水 転 号| l虫 l

忌 . 高1) 剤 除 き |徐弗1))徐

ダ 避 指 1致 散 揺 草 草散草左

剤 種 布 布 種 ホ 布 記

粉 . 
イ 衣 鋲ー 鋲 除 同

圧 圧 草 じ
ス ( 

( し、
① 収 わ

B 
Jj(< L 、
庫 黒
) 

) 

11 12 9 15 17 18 18 21 26 27 31 1 6 8 9 10 14 15 17 20 21 23 7 13 14 14 15 19 21 29 

融雪 水パヒ水ピコ大コ水 大大ヒパパヒパバ大コバ 水バ大ビ コノミコ

雪割 稲レヨ稲| |豆 l稲 豆豆ヨレレヨレレ豆!レ 稲レ豆| lレム
剤 イコ トン ン コイイコイイ・ンイ イ ト ンイギ

散 シマ 小小マシシマシシ小 、J y 、/

布 ヨメ ダ 豆豆メヨヨメヨヨ豆 ヨ ヨ 左 ヨ

イ 記

実
!JE耕耕直耕耕*Jtズ除 耕防'li¥[!Il中ハハハ権除培 ヒ農ホ中に JHl整防
料転来云播転転結|除草 :ii:鳥犠糠耕ウウウ水草土 エ薬 l耕同薬 l豪烏
散・・・・・・草斉1) 網堀堀 ・ススス ロ 抜散除 じ散 JJi¥網
布畦畦防播睦畦弗111放畝張 仮ピピ周 き布草 布 ryJ!: 

-切切鳥種切切散 切り 培 ニニ り タ り
耕・・網 . 布 . 土 iI I梓 リ

験 結構播張 播 f番 ノレノレ堀

-種種り 積 種 張張

入 りり

② 水 ③ 
A 

③⑥  ②③③②①⑥⑥③②  ③③③③③③③③③③③  ②③③①  ③③⑥  
E J C E B B A B E H H C J J C J J H B J E J H B B J C 

8 21 25 26 27 2 9 31 2 3 7 9 13 15 20 23 4 5 7 12 13 14 2627 

肥 網網堆堆 回 ポ クエ 草 ハ草ア土 看 l収仮草水堆草看
料室室!JE肥 場 ン リン メリ ウ刈ノレ置 板獲説刈耕肥メ1)板

ピピ運運 道 プ l麦 り スりフき 組庫流りハ切り原

民主ニニ搬 j鍛Z唱 ア ン 資・ア場 み整し・ウ替・稿

そ 薬ベ 1 イ乍 ツ ア 左集左材集ノレ整 立理台集スし集作

-ツノレ り プ イ耕言己草記運草フ理 て 作草跡 草成

。コ
種トか 結に・に搬・ 7 成・整
子レけ~~ ( 同 i笠岡 連 運地 運
獣馬 庁 橋じ l般じ 搬刈 i般 搬

他 資ノレ 医術 舎 種 取

材{寸 か部 . ， . . 
の 入け らか ~t 鎮 運
荷 )ら オ=圧 {般

{乍
) 周 ( 

辺 ① 珂主
) E !JE 

業 F③ 場 ② 
③ G ①③  ) ③ 

⑥⑥  ① A 1⑥ ② C ③ ⑥ ⑥⑥②  ② 
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作物グループ

8 月 9 月 1 0 月 1 1月
4 15 24 l 5 6 6 6 12 12 16 12 24 4 ~ 

中 雑枝 枝校校校校校校校 大 脱 唐飾

耕 草豆 豆豆豆豆豆豆豆豆 豆 穀 箕選
抜収 収収収収収収収収 収 掛別
き穫 穫筏穫穫穫穫穫積 穫 け-

~司、 ~、、 ~、 ，同句、 ~、 ~町、 ~、 ~、 ( ( 手
サテユワ濃ワ濃い 全 全 ( 選

ツィキセ姫セ姫わ ロロロ ロ口ロ 育別
ポスムミ)ミ)い 種 種 仲田

ロテス ド 黒 ) ) ノ、

ミィメリ リ ) ウ
ド 8 ) ス
リ 5 ) 

--
2 10 15 17 24 23 1 6 12 13 26 29 5 12 13 18 24 25 28 31 l 2 2 9 ~ 15 
ノくノ〈ノくビ岡水 パパ緑 小コ 水 コ ト 小ヒ小 大 ピ パ パパ大大 ノミ

レレレ l場稲 レレ 肥 豆 l稲 1"豆 ヨ 豆豆|レ レ レ 豆豆 レ
イイイト除散 イイ播 ン ント コ トイ イイ ・ イ
シシシ 草 布 シシ種 『、 シ シシ小 小 、J

ヨ ヨ ヨ ヨ ヨ メ ヨヨ ヨ旦旦 ヨ

タ
Jm'!i[股 中 リ '!i[)長 調'!i[稲 '!i['!i[刈ハ脱 1m深セ ハ堕唐種 整
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作物グループ

3.作物別課題と問題

( 1 )水稲

水稲栽培では、学生実習に生物資源科学科 (20a)、農業経済学科他 (10a)、生物生産工学講座(lOa)、農

業工学講座ClOa)の面積を使用し、実験では、作物生産生物学講座 (30a)、育種工学講座(20a)の面積を供

与している。他に農場作物グループで SK(生育促進剤U)実験に 10aを使用している。

また、学生実習用水回の一部を使用して、半不耕起栽培実験を行っている、これとは別に毎年、幼稚園児

による田植え及び稲刈りの体験実習も行っている。

水稲栽培の問題点

a 当農場の水稲栽培施設は、昭和 40年頃に整備され、それ以降 1皮も大掛かりな改修が行われずに現状

に至る。そのために老朽化かが進み、遊水地、用水路、排水路、水田陛の漏水及び崩壊(コンクリート風

化、ヒピ割れ等)栽培試験に適した水量、水温、水深等が得られず苦慮している。

b 当農場の水田は、札幌市の中心部に位置している、そのために乳熟期から収穫期までの期間は鳥筈に苦

l置している。対策として防鳥網を設置しているが完壁な対策とは言えない。また、防鳥網l枚 (10a )当

り約 10万円もかかり、 5年間使用しているが多大な経費がかかる。(水回総面積は 120aあり、 1年間

の防鳥網の経費だけで 20万円以上の出資となる。)

c. 2002年度以降、当水田の北側に、乳牛の放牧地が移転し、そのことによりカメムシ等が多く発生し水

稲栽培試験 等に多大なる被害がでました。対策として皮薬散布の回数を増やし、排水路の草刈等の対応

をしてきたが思った以上に効果がでないのが現状である。(カメムシによる斑点米により品質の低下を招い

ている。〉

( 2 )秋まき小麦

炭場では、ホクシン小麦 (42a)を中心に播種、管理、生産を行っている。

年度 収穫時期 等級 収益(俵〉 面積(a) 反収(俵〉 品種

1996年度以UIJ 8月上旬 1-2等 ホロシリ

1996年度 8月5日 2等 19 26 7.3 ホロシリ

1997年度 7月 25日 2等 16 26 6.1 ホロシリ

1998年度 7月23日 2等 17 26 6.5 ホロシリ

1999年度 7月26日 1等 27 40 6.7 ホクシン

2∞0年度 7月 21日 1等 24 40 6 ホクシン

2001年度 7月23日 1等 21 40 5.2 ホクシン

2002年度 7月 19日 等級外 32 42 7.6 ホクシン

2003年度 7月20日 等級外 32 42 7.6 ホクシン

2004年度 7月 16日 等級外 35 42 8.3 ホクシン

初日5年度 7月初日 等級外 25 42 6.2 ホクシン

※収穫時の水分量は、約 30%以下がほとんどである。

秋まき小麦の問題点

上記の表にて、 2002年度以降の品質の低下は、当大学J箆場の立地条件にあると忍われる。 2000年度以降

の当農場の周りには、マンション等のヒ、ルディングが建設され、建物の締射熱及び室外機(エアコン)によ

り、秋まき小麦の収税19J時において高温多湿の影響にて穂発芽が多々発生している。 2002年度以降の秋まき

ρ
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作物クループ

小麦の収穫時期は 7月中旬となり、郊外の収穫時期より 7-JO日早くなっている。改行来年度からは、生産

を中止し、農学部作物生産生物学講座の協力のもとにJOaの秋まき小麦の試験栽培を行い、都市型気候が櫛

物に及ぼす影響を調査する予定である。

( 3 )馬鈴薯

精密実験回場、大型実験困場の栽培実験があります。精密悶場では、実験に作物生産生物学講座 (20a)の

面積を使用しています。

大型実験困場は、男爵 (21a)、キタアカリ (9a)、学生実習に生物生産工学講座(20a)でとうや、さやかの

播種及び収穫を行っています。学生実習の一部を、学内で堀取り体験販売を行っています。

馬鈴薯の問題点としては、さやかの発芽が悪く、収穫量に影響を与えている。次年度からは品種の変更を

予定している。

( 4 )とうもろこし

精密実験回場、大型実験困場の栽培実験があります。精密悶場では、実験に作物生産学講座がデントコー

ン(20a)を使用しています。大型実験悶場は、北側はピータ-235(20a)南側半分ゆめのコーン (]Oa)南半

分は遅まきでトップスイー卜 (JOa)を掲額、収穫を行っています。

とうもろこしの問題点

a 発芽後から 3i:定J切にかけ、カラスにより芽を抜かれる被害が近年多く発生している。

b 収穫時期直前に、穏の先端の業の被りが薄い箇所をカラスやスズメがついばみ、収種量の3分の l以上

が被害を被っている。

c スィートコーン畑のすぐ北側には、家畜用のデン卜コーン畑があります。デントコーンの花粉の飛散期

にスィ ートコーンと交雑し、商品価値がなくなることがある。

対策として、 1と2，立場所的に都市中心部で栽培を行っているので対策には限度がある。 3に対しては、

極早生品種をデントコーン畑の境に栽培し、交雑を防ぐようにしていますが、風向きにより多 く交雑する

可能性ははらんでいる。

( 5 )豆類

精密実験岡場、大型実験回場の栽培実験を行っている。精密閉場では、実験に育種工学講座 (JOa)、生物

資源開発分野 (JOa)が使用している。大型実験困場は大豆(品積6種類)を作付けし枝豆、大豆、種子として

収穫している、また、生産工学講座が実験に使用している。

豆類の問題点

a 播種から 4~握期まで、カラスやハ卜に桓子や芽を食害され、適切な量の株数が得られない。対策として

忌避剤等の使用により、ある程度の被害は防ぐことができる。

b 枝豆の収被期は、他の作物の収穫時期と重なるために多くの労力を必要としている。対策として播種時

期を収穫時期に合わせて考慮するか、収穫時期の異なる品積を栽培することで対応している。

c 当農場では、豆類収穫後の選別調整作業はほとんど手作業であり、効率の低い作業を行っている。今後

は選別調製機器の購入が望ましい。

( 6 )ビート

大型実験回場、生物生産工学講座(5a)、長日悶場、育種工学講座(]Oa)の栽培試験を行っている。

-27ー
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4.作物グループ資料

(1)播種量及び施肥量

作物名 品種名 栽培面積 播種盆 施』巴量 H~i主成分
(a) (kg) (kg/IOa) (kg) (kg/IOa) N-P-K -Mg 

ゆきひかり
各2 各0.6 各10

ほしたろう

ななつぽし
各3 各0.9 各3 各15 各50 12-16-12 

移植 おぼろづき

ほしのゆめ 10 3 50 
水稲 きらら397 30 9 150 

実験用 40 

直播
ゆきまる

各10 10 10 
各50 各50 12-16-12 

実験用 (J-f{i?'種子 3 3 

育苗 3 80 260 12-15-8-5 

小麦 ホクシン 42 10 42 4200 100 10-12-8 

ピーター235 20 3.4 200 

ゆめのコー ン
各10 各1.7

各1.7
各100

各100 13-18・10・4

トップスィ ー トNBIOI
コーン 笑習用 ハニーハ.i? .20 

各3.4 4. 5千粒 13. 5千粒 各25 各73.5 13-18-10-4 
B S S 8301 

実験用 各1.8 各72千粒 各40万粒 900 
5 t 牛奨稲わら堆肥

18 100 ボカシ肥

男鹿 20 8. 8千粒 200 
キタアカリ 10 4.4千粒 各4.4千粒 100 各100

馬鈴薯
とうや 20 8.8千粒 200 7-11-9-3 
実習用 男爵

各3.4 各100 各300 各45 各132
ワセシロ

実験用 20 10. 6千粒 5. 3千粒 200 100 

ビー ト 実験実習 20 O. 2 O. 1 12ー17ー11-4

魁ハニー

ティステ-85

ユキムスメ
各4 各2 各24

ワセミドリ 各5 各60
4-13-10 

カリユタカ

大豆 濃削E

いわい黒 14 7 84 
実習用 魁ハニー 6. 8 3.6 5. 3 25 73.5 

4 2.64千粒 3.3千柱 2 t 5 t 牛糞稲わら堆肥
実験用 5 2. 06千粒 4.l2粒 50 100 ボカシ肥

23 
ヒヨコマメ実験用 4 26. 4千粒 33干粒 6-10-5 

小豆 実験用 5 
ライ麦 実験用 1.8 7. 2千粒 4千粒 540 3 t 牛糞穏わら堆肥

えん麦 緑H~Jll 145 。 。
牧草 実験及び緑肥用 82 
その他 実験用 49 

。。



作物グループ

(2)使用農薬

作物名 殺菌剤j 殺虫剤 除草剤

タチガレエース エルサン乳剤l クリンチャ EW 
テクリードC トレボン乳剤j クリンチャーME液弗j

71< 稲 カスラブパリダス水和知l パイジェット乳剤 ユニハープフロアブル

ヒノノ〈イジェッ卜乳剤 E PN芋LJ'iiJ
ブラシンドレパリダ水和剤

アタッキン水和剤 オルトラン71<和弗l ゴーゴーサン乳剤

グリーンダイセン水和剤 エルサン乳剤 センコル水平日剤

馬鈴饗
ジマンダイセン水和剤 バリヤード頼粒水和剤

ブリザー卜、水和斉Ij アドマイヤー穎粒水和到j

ランマンフロアフソレ

フロンサイド水和剤

ダイアジノン粒剤5% ゲザプリムフロアプル

エルサン乳剤 ゴーゴーサン乳剤

コーン トレポン手L~J
アデイオン乳剤

キヒゲン

チルト乳剤 卜レボン乳斉IJ ゴーゴーサン乳剤

麦 ストロビーフロアブノレ MCPソーダ塩
シノレノ〈キュアフロアプノレ

コロマイト パワガイザー

オルトラン水和剤

旦 類
コテツフロアブjレ

ダニトロンフロアプル

トレボン乳斉Ij

キヒゲン
カッノf シン水和布I ハクサップ ベタナール手L剤
リゾレックス水平日剤 DDVP パスタ液剤

その他
ダコニールエース ゲットアウト水和剤 ハーモニー75D
ベンレート水和斉Ij ランネート水平日如j ランドアップ

ベンレー トTコート ペイオフME液剤 MCPP 
モスピラン水利剤 ゴーゴーサン乳剤
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(3)使用資材

作物 資材名 規格 更新時等

シルバーポリシート 90番 270x 100 3年

ビニールハウス用シート 0.15x900x45 3年

ビニールハウス用シート O. 1 x 200 x 100 毎年

ビニールハウス用シート 0.1 x 100x 100 毎年

水稲
水稲育苗用保温パット 5年

育苗用ポット 3型成苗ポット苗箱 毎年60枚

防烏ネット 40mx25mx 11枚 5年

防烏ネット用針金 14番線 200kg 毎年

出荷用袋 10kg用 毎年300枚

結束紐 パインダー用 年半ダース

収穫用コンテナ E型A 毎年 10個
馬鈴箸 ビ‘ニールハウス用シート (裕光催芽〉 0.lx800x22 毎年

出荷用ダンボール 10kg入り用 毎年 1，300箱

トウモロコシ 収穫用袋 毎年30枚

小麦 A麻袋 毎年30枚

大豆(枝豆〉
収穫用コンテナ 8-18-2 

出荷用袋 毎年 1， 000枚

，主)この表には、実験及び実習用の資材は含まれていない。

(4)生産物収量及び収入額(円)

HI4年収量 HI4年収入 HI5年収量 1115年収入 HI6年収量 1116年収入 HI7年収量 1117年収入

麦 1，920kg 24，480 1， 920kg 24，480 2， 100kg 1， 3BOkg 

枝 旦 633kg 373，470 556kg 278，000 646kg 323， 000 1， 007kg 503，500 

" 拘束 14，400 

トウモロコシ 3， 225本 25B， 000 12， 44 Bオ 995，B40 6， 500本 585，000 4， 565本 365，200 

" 2， 100本 147，000 1， 625本 146，250 

" 2， 150本 129， 000 
白 米 2， 570kg 745， 300 5BOkg 220，400 770kg 231， 000 1， 590kg 445， 200 

" 300kg 81， 000 240kg 93，600 260kg 70，200 610kg 176，9ω 

" 110kg 39， 600 220kg 68，200 380kg 98，800 
ハレイショ 9，4BOkg 853， 200 8，260kg 826，000 11，190kg 1， 119，000 10， 691kg 1， 126， 800 
" (2 L 50kg 3，500 24kg B，400 
" (外〉 1， 300kg 91， 000 1， 500kg 105， 000 1. B30kg 12B，100 1， OB4kg B7，200 
" (S) 1， 530kg 76， 500 1， 160kg 58， 000 1. 960kg 9B， 000 1. 304kg 82， 800 

" 294袋 117，600 800kg 50，000 100kg 12，500 

" 5kg 650 
大 旦 234kg 46， BOO 115kg 24， 150 35Bkg 75， IBO 341kg 71. 610 
黒 旦 39kg 23，400 Okg 。 60kg 37， 200 lBOkg 108，000 
旦 143kg 91. 520 184kg 115，920 47. 5kg 28， 500 77kg 44， 660 

ピfーマン 112kg 11.200 136kg 22， 350 Okg 。 Okg 。
ポッコーン 45kg 45， 000 Okg 。 Okg 。 Okg 。
合計金額 3，000，370 2， 921， 590 2， B13，380 3， 292，220 
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作物グループ

(5)園場図
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作物グループ
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作物グループ
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作物グループ

平成 14年度
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作物グループ
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果樹・議菜

果樹・競菜

田村春人

中野英樹

概要

生物生産研究農場園芸グ、ループに所属し、主に果樹・疏菜の栽培管理を行い、

これらの作物を通して学生実習の指導、および研究の支援を行っている。

教育・研究組織としては植物資源応用分野教官の指導を受けている。

通常業務は農産製造を担当している中野技官と二人で、行っている。

アスパラガスの収穫、リンゴ‘摘果作業で、は園芸グ〉レープ技官や、

学生の応援を受けている。

面積は 181.5aで果樹79.8a、アスパラガス 29aが多くを占め、他にセノレリー、

ニンニク、ギョウジャニンニク、チンゲンサイ、ながいも等9.7aと細かい作付

けとなっている。

その他、農学部講座や植物資源応用分野で使用している面積39.9a、緑肥23.1a

である。

おもな研究内容

1、 アスパラガスの花器形成と発現関連遺伝子の解明

2、 アスパラガスの機能性成分の研究

3、 ギョウジャニンニクの諸形質の生理・生態的特性の評価

4、 四季成りイチゴの栽培不安定要因の解明

5、 北方系小果樹の機能性成分の向上と倍数性育種

6、 トマト栽培におけるリビング、マルチ効果の研究

7、 洋梨の追熟特性の研究
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果樹・読菜

果樹・そ菜園

ラ
ズ
ベ

ア
ス
パ

ア
ス
パ

公
M

パ
レ
イ
シ
ヨ
口

5a 5a 

ハ
ス
カ
ッ
プ
出

果樹
15.5a リ

1.7 

フ

支出
草
生

フ
ガ
ス
同
年
生

，、
ス
カ
ツ

2. 18プ

エレムルス
5a 

12.5a 

床土

2.3a 

エ
ル
ム
ル
ス

国
一
日

語
重

直窒E虚業物理

4.59a 

O 

作
物
生
理
ぬ

ナシ
12a 

旧
農
薬
庫 作物グループ

2.3a 

リンゴ
180 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

M

グブ
スル 11
CA11 
1) 11 

28ai|| 

11 

農業物理

5. la 

キウイ
0.20 

アスパラガス1.5a 
ハスカップ酋0.48
ガラス室0.68a
土地改良1.1a
チンゲンサイ0.4a
ニンニクla
クランペリー後
三ンニク0.98
クランペリー

*
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ヲ
ケ

世代短縮温室
a学節用地

-37-

¥ ¥ 



果樹・京菜

要旨No.1 
果樹

O ナシ

昨年の台風、多量の湿雪によりマグネス、オーロラ等の太枝が折れ、収量減を予想し

ていたが出荷量500kgと平年並みであった。

主な品種の出荷量は、オーロラ 143旬、サーリン93kg、ドーン70旬、マグネス 143

kgである。植栽されている木の大部分が30年生で、特にオーロラの衰弱が目立つ。

果実調査の結果から本年はBrix値が低かった(オーロラ 12.2%、マグネス 14.4%、

サーリン 13.0%、ブランデー12.8%、パートレット 10.3%)。

本年は近年になくシンクイムシの被害果が多かった(リンゴでも同様)。

この原因は第3回、第7回の薬剤散布で約20日間と間隔が空き過ぎ、農薬の残効が切れ

たためと思われる。

O リンゴ

殺鼠剤(リン化亜鉛粒剤)を使用した若木に被害は無かったが、散布しなかったマル

パ台太枝2本に激しい食害が見られた。

腐らん病が年々増えている(大部分が16年生)。

主な品種の出荷量は、きたかみ531k g 、R'G103kg 、N・]. G420 kg、ふじ 105

kgである。

Oハスカップ
昨年定植した実生系や、倍加処理した系統等81株に加へ、タキイ種苗より購入した4

品種、 18本を6月13日に定植した。

畝問・株間部分はペレニアルライグラスの草生区として管理している。

学生実習等で収穫した量は28.6kg (農製にてジャムに加工)。

O クランベリ-

4品種を栽培しているが、昨年大部分が枯死した iCnadianC.PJ、iEarly.BlackJ

の挿し木苗を 5月12日定植した。

夏場潅水チューブを用いて定期的に潅水した。

12月1日に果実を収穫した。Stevens 460 g (1.8ぱ)、Early.Black 180 g (2.1 rrl)、

Howes 30 g (1.95 rrl)。

Oブルーペリー
品種不明畑(収穫用 3a)

努定(地上60cmで上部を切断し太枝 5~6 本に整理)後、 2~4 年経ち収穫量が増えて

きた。しかし、管理作業(除草・冬固い)に支障もでてきた。

収穫量23kg (農製にてジャムに加工・出荷)。

-38 



果樹・読菜

要旨Nu2 

0アスパラガス
雪解けが遅く平年に比べ 11日遅い5月20日から収穣を始めた (6週30日間)。

10 a当たり正品・外品合計で 176.7kg (H 16年19l.6kg)と生産性が年々下がる。

比較的低温の日が多く「ジュウシホシクビナガハムシ」の発生は少なかった。

収穫打ち切りと同時にすべての若茎を刈り取り除草剤「ラウンドアップハイロードJrグ
ラメックスJを使用して雑草処理した。

8月に入りタンポポが目立ち、再度「ラウンドアップハイロードJを使用した。

もはや雑草防除が不可能な園場であることから、次年度新植する予定で、その準備を

した(除草剤散布・プラソイラー・堆肥の購入)。

0セルリ一
昨年の結果から露地は保水性のある畑へ栽培地を移動した。しかし、芯腐れ病、軟腐

病が多発し収穫量は皆無に等しかった。

ガラス室での栽培も同様で出荷量は 105kgと低かった。

Oながいも
ながいもは一般的に雄イモがほとんどで、雌イモは貴重な存在である。育種材料とし

て保存の為、毎年作付けしている。

北大で以前から維持している雌イモと新潟の雌イモでは形状に大きな遠いがあった。

そこで、雌イモを確認するために昨年と同量の種イモを植え付けた。

9月に花を確認した結果、新潟からのイモは雄イモと判明したため出荷した。

O学生実習
昨年から始めたハーブ・花を使った播種、鉢上げ作業では材料が多く、学生も充分な

実習ができたものと思われる。

実習Eで行ったトマトの接ぎ木では、接ぎ木トマトを実験に使う予定で早めの (4月7日)

実習を組んだ。しかし、 2~3 月の育苗には農学部の温室しか場所がなく、充分な

スペースを確保できずに台木、穂木とも貧弱で接ぎ木には無理があった。

野菜・花の播種、鉢上げ、定植以外に小果樹の冬聞いはずし、パイプハウスの組み立て・

ビニール張り、除草、ハスカップの収穫、リンゴ摘果といろいろな作業を経験してもらっ

た。

実習での播種量とポット量

播種量(種子量) 播種箱数(パット数) 鉢上げ数(ポット数)

ハープ類 14品種24小袋 19 J¥ット 2121ポット
花類 27品種29小袋 17 J'¥ット 2423ポット

セルリー 900ポット
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果樹・読菜

平成17年度果樹 ・そ菜作業暦N0 1 (2月 ~6 月)
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果樹 ・競菜

平成17年度果樹・そ菜作業暦N02 ( 7月 ~ 8 月)
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果樹・読菜

平成17年度果樹 ・そ菜作業暦N03 (9月 ~ 12月)
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平成17年度果樹・そ菜資料No1

作物名 アスパフガス セJレリー

品 1 1 

統保存系

そ コ

種 8 3 の

年生 年生
他 ネ. 

Jレ
そ 6 
の l 

他 9 
12.5a 10a 2.4a 1.1a H 

面積 (a) 29 (収穫畑26.6) 露地2.1、ガフス室0.6

播種量 lOmQ 

石灰施用 。 露地40(190k g/10a) 

量kg ガラス12(190k g/10a) 

栽植密度
180cmX30cm 露地 70cmX40 cm 500株
150cmX30cm ガラス室 40cmX4 0 cm 330t:朱

施肥量kg 170 (N17-P16一1¥.14) 冗肥54(N10-P20一1¥.10)

追肥19.3(N14-P4一1¥.14)

lOa施肥 N 10.9 P 1O.2K9.0 (12，5 a) 

量kg N8.5 P 8.0K 7.0 (10 a) 露地 N30.0P42.91¥.30.0 

N16. 7P15. 7K13. 7 (その他) ガラス室 N30.0P43.01¥.30.。
6/30フウンドアップ8Q

除 6/30グラメックス600g

剤草 8/8ラウンドアップ4.50

8/24ラウンドアップ0.30

使 7/28 DDVP乳 70mQ 

殺員参
8/17 マラソン乳 100mQ 

用 8/17 オサダン 100g 

} 9/13 DDVP乳 150mQ 

農 剤

7/28 アグレプト 70g 
薬 7/28 ダコニール 70mQ 

7/28 パフォーム 70mQ 

殺菌
8/17 パフォ-.1.0. lOOmQ 

8/17 スターナ 50g 
剤 8/17 オーソサイド 167 g 

9/13 スターナ 75g 

9/13 パフォーム 150mQ 

収量 (kg) 
正 261.25 露地 32 

外 208.95 ガラス室 105 

※北海道野菜地図より

アスパラガス :N20~24、 P15、 K15 (10 a) 

セルリー:N40~60 、 P30、 K40~60 (10a) 

ながいも :N20、P25、](20 (10a) 

セルリ 筒に液肥ハイリーフ4囚670g使用
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ながいも

雌大北い 雌新潟い 雌北大む 大雄北い 雄新潟い イチウヨ イヤマト

も もかも もイ モ
」 モ

44 38 7 18 13 8 4 

1.0 

種いもに切断して132個

20 (200k g/10a) 

120cmX50cm 

20 (N10-P20-1¥.1O) 

N20-P40-1¥.20 

種イモ用40kg

出荷24kg



果樹・読菜

作物名 リンゴ ナシ 果樹薬剤散布暦

種ロロ
き N R陸ふ首ク Nオサマド F長十郎 身苗木 ①5/6 リンゴ 5000 
た・・奥じ木プラ I I ネグ I . 不知 トクチオン 800倍
市首 J G Y ロリ ン B. 
み・ 1) 2ランス トップジンM 1000倍そ G J 4 

の コ 8 ペンレート 20001古
イ也

。
ナシ 400♀ 8 8 1 1 3 4 18 16433  1 212 

面積 (a) 20.5 16.4 トクチオン 800倍

石灰施用
O O ②5/20 リンゴ6000、ナシ5000

量kg スミチオン 1000倍
施肥量kg 28 (14-11-13) 50.3 (14-11 13) アントラコール 500倍

マルパ台l本当たり 25年生1本当たり
エイカロール 1500倍

基準の7割区1kg 2.3k g 
③6/8 リンゴ6000，ナシ5000N140g N322g 

P1l0g P253g テルスター 1000倍
K130g K299g アンピルF 1000倍

リンゴ・ナシでは未使用 テデオン 8001音
除 ブルーペリー ・見本国で使用 ④6/21 リンゴ6000、ナシ5000
草 8/18 ラウンドアップ 1000mQ 

スプラサイド乳 1500倍斉リ 9/2 プリグロックスL 1000me 

10/19ラウンドアップ 1000me トップジンM 1000倍

トクチオン乳 625me トクチオン乳 500me ニッソラン 2000倍

スミチオン 600g スミチオン 500g ⑤7/8 リンゴ6000、ナシ5000

殺剤虫l 
テルスター 600g テルスター 500 g アデイオン乳 2000倍使 スプラサイド乳 402me スプラサイド乳 335me 
アデイオン 300g アデイオン 250g 

ジマンダイセン 500倍

用
モスピラン 300 g モスピラン 165g ダニトロンF 2000倍
ミクロデナポン 498g 

ミクロデナポン 415 g ⑥7/21 リンゴ6000、ナシ5000
殺 エイカロール乳 402me エイカロール乳 737me 

農 ダ テデオン 750g 
テデオン 625g 

ダイアジノン 1000{音
ニッソラン 600g キノンド-80 1200倍ニッソラン 250g WJ ダニトロンF 300me 

ダニトロンF オサダン 1000倍
薬 オサダン 600g 250me 

カネマイト乳 500me オサダン 500g 
⑦8/8 リンゴ6000、ナシ5000

殺鼠剤 2k g 
モスピラン 3000倍

トップジンM 1l00g アントラコール 1000g オーソサイド 600倍
ペンレート 250g アンピJレF 500me ニッソラン(リンゴのみ)2000倍

殺菌
アントラコール 1200g

トップジンM 500g 
アンピjレF 600me 

ジマンダイセン 1000g ⑧8/24リンゴ6000，ナシ5000期j ジマンダイセン 1200g 
ミクロデナポン1200倍

オーソサイド 1002g オーソサイド1 835g 

キノンド-80 996g キノンド-80 830g 
キノンド-80 1200倍

カネマイ ト乳(リンゴのみ)1200倍
収量 (kg) 1.159 500 エイカロー(ナシ) 15001音

※リンゴは10~20年生のマルパ台で、 (N200g 、P100g、K200g/1本)を基準に施肥。

※ナシは25年生以上の成木で、 (N330 g 、P220g、K330g/1本)を基準に施JJ1!。

※リンゴ施肥は基準の7割区、5割区、有機質肥料l天(油かす14旬、ス パ グアノ 240g)に区分。
※リンゴワイ性台成木ではl本当たり700g (N98g 、P77g、K91g)施肥。
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養蚕

養蚕分野

担当者。山田恭裕

大塚 :c<義

1 概要

(1)はじめに

当分野の技術職員 l名非常勤職員 l名は、農学部応用分子昆虫学講座(教官3名)、の研究と密接に関

わって研究支援業務を行っており、主な業務内容は家蚕・天蚕の系統維持、家蚕の人工飼育、学生の農

場実習、天蚕の大量飼育、桑園の管理等を担当している。

(2)本年度の研究 ・教育および業務内容

①カイコ

おもな研究課題としては

J)家蚕の遺伝 ・育種に関する研究

2)家蚕の発生に関する研究

3)家蚕の突然変異に関する研究

4)家蚕の細菌病に関する研究

5)家蚕のウイノレス病に関する研究

6)家蚕の人工飼料育に関する研究

家蚕に関する業務内容

飼育実験作業計画の立案、実行

蚕室蚕具洗浄、消毒、飼育、上族、収繭、採種、微粒子病母蛾検査、 i呈酸(解化処理)、

倍数体の誘起、人工飼料育による通年飼育システムの確立

②天蚕(ヤママユガ)

おもな研究課題は

J)天蚕の大量飼育に関する研究

2)天蚕の採卵法に関する研究

3)天蚕の飼料樹に関する研究

4)天蚕の人工飼育に関する研究

5)天蚕の品種聞におけるへテローシスに関する研究

天蚕に関する業務内容

飼育実験作業計画の立案、実行

飼育の準備、室内飼育 (2令2日目)、放飼(野外飼育)、病害虫防除、収繭、除葉、

短目処理、採卵の準備、採卵、乾繭、卵の水洗い、消毒、卵の秤量等

③桑およびナラ類

おもな研究課題は

J)耐寒性優良桑樹育成に関する研究
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養蚕

3)積雪寒冷地における桑樹の仕立、収穫法に関する研究

4)遺伝資源保存に関する研究

桑およびナラ類に関する業務内容

桑園管理作業、試験調査計画の立案、実行

解束、努定、施肥、耕うん、薬剤散布、株直し、仕立法、栽菜法、伐採、結束

ナラ類の系統選抜、苗木育成等

④畑作物害虫防除に関する研究

J) "メコガネの微生物的防除に関する研究

2)オオモンシロチョウの生物農薬による防除研究

⑤学生実習

J)家蚕及び野蚕の飼育方法と概要

2)桑樹の仕立法の概要

3)桑築の収穫実習

実習に関する業務内容

夏切り、株直し、仕立法、摘桑等の技術指導等

2 桑園略図

210m 

No.8 No.2 No.4 

No.7 No.3 No.6 

-・
No.1春蚕専用桑園(18a)

No.4天蚕飼育用樹園(21a) 

No.7天蚕飼育用樹園(11a) 

155m 

No.2春蚕専用桑園(l5a)

No.5夏秋蚕兼用桑園(39a)

No.8育首園(l8a)

46 

春稚蚕用桑・ナラ図 (5a)

No.1 

No.5 

竺三]口

口

No.3見本園、春秋蚕兼用桑園(l3a)

No.6見本圏、夏秋蚕兼用桑園(22a)

108m 



養蚕

3.資料

表 l 外部への教材等提供および見学者

利用者 目的 品目

札幌市教育研究所 教材として カイコの蚕種

(札幌市立小学校約 130校) 500頭/枚X22枚(J1000頭)

北海道開拓の村 飼育展不 カイコの蚕種

飼育の指導 500頭/枚XJQ枚 (5000頭)

森の子供の村(ひまわり文庫) 飼育展市、教材 天蚕卵 500粒

先端科学技術共同研究センター 研究用 カイコ交雑種 (5令 2日目)

4500頭

表2 小学校飼育教材用および学生実習用蚕品種

品種 クロス 幼虫形質 繭色 F2卵色分離比

TE Tw1 XEq 姫蚕 伴性長節 白 b : r : w=9 : 3 : 4 

TN Tw1 xNo 姫蚕 伴性油 黄 b : w=3 : 1 

TP Tw1 xrw2 形蚕 白 b : w=9: 7 

TR Tw1 X rs 黒縞蚕 白 b : r : w=9 : 3 : 4 

TO Tw1 Xon 日音色蚕 黄 b : w=3: 1 

ネ北海道開拓の村用蚕品種 目124X支 124、支 124X日124

先端科学技術共同研究センター用蚕品種 錦秩×鍾和

表4 使用農薬および薬品

品目 目的

カソロン 除草(株間・株中)春・具27kg

フウンドアップ 除草(畝間・通路)500m1 

ホノレ7 リン 蚕室・蚕具消毒 1200m1 

消石灰 蚕体消毒 800g 

クレンテ(塩素) 貯桑室およびまぶし消毒 800g 

表5 天蚕飼育結果

大盆飼育区

?e配形式 放飼数(頭) 収繭数{粒) 収繭率(%)

NG 500 167 33.4 

(ノーマノレグリーン)

EG 3685 1400 42.4 

(エメラノレドグリーン)
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養蚕

4. 作業歴

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月
上中 下 上中下 上中 下 上中 下 上中 下 上中下 上中下

桑 春ハハ除 到桑 中ら株蚕 追中 除 蚕 除抜桑 ら先 5桑
切ウワ草 定苗 耕い直沙 肥耕 草 沙 草根ハ い端号ハ

国 りスス剤 木 麦し処 剤 処 斉IJ ウ 麦伐桑ウ
二ピ散 除定 除( 理 除 散 理 散蚕ス (採園ス

タ回望毎 株棟ニ布 草植 草緑 草 布 布沙解 緑 設
直設 l 目巴 除 除 整体 肥根部置

理 し置ノレ 春 草 中 草 中理 刈抜
(張 耕 青 弗l 耕 剤 車井 播り根

作 解台り メIJ 散 散 種伐
東風 施 り 布 除 布 除 採

業 被 nI~ 草 草

) 室ロ

ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーー ー・・・ーーーーーーーーーー ーー.曹司ーーーーーーー・. -ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 晶』ー---ーーーー ーーーーーーーーーー・ーー晶

促成栽培桑ビニールハウス管理 (4~8 月)

飼 卵卵飼春 摘毛浸蚕 夏蚕毛浸 夏遺浸毛 WI' t商
育 色消育蚕 桑羽酸室 蚕室羽酸 秋伝酸羽 桑 桑
計 性毒準掃 と 蚕 掃蚕と 蚕子 と 室
画 状 備き 飼り乾具 き具り貯 掃研乾り 整 飼
f宇 調保 立 育 繭洗 立洗 桑 き実繭 理 =同t 

成 査護蚕て
上蛾収貯 浄

て浄収室 立験 収

カ 室( ( 蛾整 て用 蛾 車t
イ 催蚕ー 族 桑消 二消 理 (家 縞
コ 青具回 交室毒 回毒交 三蚕 交

洗目 収配整 目 画己 回掃 百日
浄 繭 理催 目き

採 τ目色 採 立 採
I肖 種 種 て 種
毒

-ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー------曹司ーーーーー ー----岨・・ー--・ーーー ーーー・ーーーーーーーー・ー ー---------ーーーーーーー晶ー ー同----押冒-- ーーーーーーーーーーーー・.

無菌人工飼育(通年)

飼 ノf 卵催ハ害 シシ 天 天天交 天 天シシ ハ卵

育 イ 秤青ウ虫 ンン 蚕 蚕蚕配 蚕 蚕ンン ウの

準 プρ 量 ス捕 ジジ 収 収収用 収 収ジジ スも

備 ノ、 飼防殺 エL ニエ 繭 繭繭ハ 我 我ユユ 防ぎ

ウ 解育虫 蚕蚕 ウ 蚕蚕 虫と

天 ス 化 ネ飼 羽飼 除ス チノで~ 交集飼 ネり

組 調 Y 育 化育 菜作 ~ê 配繭育 ツ

蚕 立 査 ト . り ト

編放 交 繭 採交 整

み飼 E己 調 卵配 理
査

張 !is 
り 乾 調

繭 査

選
議
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養蚕

11月 12月 l月 2月 3月 要 回目

上中下 今年度も、春に気混が上がらず路地栽培の桑の成長が遅れた。掃

桑 根 春 き立て時期は昨年を参考に5月29日からにした。稚蚕用の促成ノ、ゥ

メリ 切 ス桑は、昨年の収穫時期の遅れで成長が悪く、また、大雪の影響

園 り り もあり2棟あるうちの1棟は収量が激減した。 l号桑園の桑は、五郎

{主 治早生とかんまさり、新寅11持の3品種を纏え付けているが、春蚕用

管 採 には、五郎治早生とかんまさりを用いている。五郎治早生は、ハ
ウス桑と同様に成長が悪く、台風の被害もあり例年より収量は滅

理 少したが、かんまさりの生育が良く五郎治早生の減収分を補え
た。夏蚕用桑、秋蚕周桑ともに生育や収量に問題はなかった。ま

f芋 た、桑圏全体においては、微量要素であるマグネシュムが欠乏気
味なので苦土石灰を散布し対応したい。圃場管理では、雑草対策

業 に桑ノ、ウス内やl号桑園の一部に通路マットを使用してみた。少々
の問題はあるが雑草に対しては効果がみられた。次年度にはさら
にI号桑園と天蚕飼育ノ、ウスにも使用し、桑園の改植については、
5号桑園に新剣持を100本定植し更新したが、 06年には五郎治早生

ーーーーーーー邑ーー ーーーーーー ーーーーー ーーーーー-----
を200本定植する予定である。

os 微 蚕 春蚕期の実験用カイコは、 5月27日より系統維持品種は5月29日(原
。コ 粒 具 種経過の遅い品種)と6月2日に掃き立てた。今年度より安全対策
{呆 子 ロコ のため各品種を2区ずつ飼育することとなり飼育量は倍増した。摘

~l{ 病 {~ 桑量もそれにともなって589.45kgになり、それには農学部講座の
母 理 教員、学生の協力のもとで作業が進められた。 6月25日より上族、

カ 我 7月5日より交配、採種した。夏蚕期の飼育は実験用と冬季開の人
イ 検 工飼料育用の二品種を採取する目的で飼育している。 7月18日より
コ 査 掃き立て8月13日より上族、 8月26日より採取した。夏秋蚕期の飼

育は、 8月14日から掃き立てそれらは幼虫で実験に使用した。ま
た、桑園では近年あまり見られなかったクワコが大量に発生し受
験材料の目的で300個体程度収集し室内育、野外ではクワコハウス
や袋掛けで飼育し採取した。今年度は、春に低温が続いたがその
後は気候が良好だったため飼育成績も良く病気などの影響も無
かった。

ーー四回晶』ーーーー ーーーーーー ーー.冊目 ーー』ー』 ーーーー.

卵シ 卵 天蚕の飼育では、野外飼育開始前に殺虫・殺菌剤Jを毎年散布して
のン の いるが、飼料樹の春の芽吹きが遅れカイコ飼育期間と重なったた

イ呆ジ 消 め、散布出来なかった。そのため害虫ではマイマイガやエダシャ
護ユ 毒 クなどが発生し、うどん粉病の発生も早まった。それらの影響も

蚕 あり6棟のハウスでは飼育成績がぱらついた。放飼は、学生実習に

天 集 水 合わせるためその時の飼料樹の状態に大きく左右される。飼料樹

隅 洗 にはナラ類やクヌギ、カシワなどがあるが、その選択には十分な

蚕 し、 検討が必要である。室内育ではクヌギを用いた。近年、野外飼育
では上族前に死亡する個体が増え飼育成績も低下している。その

os 原因としては、すずめのハウス進入やカビやウイ/レスによる病気

調 が考えられる。その対策も検討中である。また、今年度も、昨年

査 採取したシンジュ蚕の飼育を野外で袋掛けし、札幌個体と長野個
体を飼育、採取した。
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農産加工

農産加工
中野英樹

l 概要

当分野は、生物資源の有効利用という観点から、農作物の加工と貯蔵に関する実習教育

を行うとともに、農産物の有効利用を図る基礎的研究を行っている。

本年度は学生実習では、生物資源科学科農業経済学科などの3年生を対象に、札幌闘場

で生産されたイチゴを用いて、イチゴジャムの製造と、札幌困場でハスカップを収穫し、

その直後にハスカップジャムの製造を行った。また、大学公開日に一般市民を対象にポテ

トチップスの製造を行った。

職員向け払い下げ用の農産加工品として、ブドウ液、ブ‘ノレーベリージャム、リンゴジャ

ム、リンコザジエリー、リンゴジュースの製造を行い、ブドウ液では、加工用のブドウの量

が多かったので生産量が例年より潜加した。リンゴ加工品には原料に品種「きたかみJを

用いた。これは加工用に例年より多く回った。なお、原料用のリンゴは、基本的には生食

用として不適な、傷果・不良色果・小果等を主に用いている。ブルーベリージャムは昨年

度から収穫時にすぐ果実を洗浄、冷凍し比較的作業時間に余裕のある冬季に加工を行うよ

うにした。ハスカップについても、ブソレーベリ一同様、収穫後すぐに冷凍保存した。

2 業務内容

(1)実習

農場実習 I

対象 6月 20日(月)， 22日(水) (13 :00~15・25) 生物資源科学科3年生

6月 27日(月)， 29日(水)( JI 農業経済学科包年生、他学科3年生

(選択)

イチゴジャム (6月20日(月)， 22日(水))

果実中に含まれるベクチン質 (0.5%程度)が、果実中に含まれる有機酸によって適当な

酸度 (pH2.6~3.5) と糖度 (60~65%) によってゲル化する性質を利用して製造するもの

である。実際には果実に糖や有機酸を加えて、煮熟・濃縮して作る。

イチゴ果実は昨年度の院生の園場実験で余ったものを利用した。

ハスカップジャム (6月27日(月)， 29日(水))

イチゴジャムと同様の原理にて作られる。

ジャム製造の直前に札幌困場にて収穫されたハスカップを利用した。
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農場公開講座

対象 8月6日(土) 一般市民

ポテトチップス

農産加工

ポテトチップスはパレイショを剥皮・芽取りし、薄切りしたものを油で揚げたものであ

る。実習では擦り寺町lきという方法の機械を使用して皮を剥き、ナイフで芽取りを行った。

剥皮したパレイショはスライサーにより薄切りし、油で揚げた。原料はとれたての農場産

「男爵」を用いた。

( 2)払い下げ品

ブドウ果汁

例年通り余市果樹園のブドウを用いた。

昨年より多い生産量であった。

原料ブドウ 640kg

生産量 475リットノレ

ブルーベリージャム

果実を収穫後すぐに洗浄、冷凍保存した。

昨年並みの生産量であった。

生産量

253本 (200m!ビン)

リンゴジャム

品種は、「きたかみJを用いた。

原料の量を十分確保できたため、例年より生産量は多くなった。

生産量

766本 (200m!ピン)

リンゴジエリー

品種は、「ニュージョナゴーノレドJを用いた。

例年並みの生産量であった。

生産量

197本(200m!ビン)
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農産加工

リンゴジュース

品種は、「きたかみJ、「むつJrニュージョナゴールドJを用いた。原料として十分な量を

確保できたのは「きたかみ」のみであった。

「きたかみ」のみの果汁では糖度が低いため「きたかみ」をベースに糖度を上げるため fむ

つ」または「ニュージョナゴーノレド」をミックスした。

103本 (500mlPETボトル)

ハスカップジャム

果実を収穫後すぐに洗浄、冷凍保存した。

35本 (200mlビン)

( 3 )その他

11月21日(月)に筑波大学技術職員2名に対して、リンゴジャムの製造実習を半日行った。

q
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農産加工

農産加工作業暦

日付 作業項目
実習 払い下げ加工等

6/20 実習1・イチゴジャム製造
6/22 実習1・イチゴジャム製造
6/27 実習1・ハスカップジャム製造
6/29 実習1・ハスカップジャム製造
8/6 農場公開講座・ポァトチップス製造
10/6 ブドウ液搾汁準備(タンク洗浄等)
10/7 ブドウj夜搾汁
10/8-26 ブドウ液撹祥

10/201 ブドウ液皮上げ(開始)
10120-24 ブドウ液皮上げ
11/16 ブドウ液用タンク洗浄・ブド、ウ液オリ引き・砂糖添加
11121 リンゴジャム製造(筑波大学職員向け)
12/6 ブドウ液用ビン洗浄液浸漬
12/7 11 

12112 ブドウ液用ビンケース洗浄
12/13 ブドウ液用ピン洗浄
12114 11 

12115 11 

12116 11 

12122 ブドウ液ビン詰め
12127 農産加工実習室大掃除
1/10 リンゴジャム製造(払い下げ用)
1/11 11 

1/12 ブルーペリージャム製造(払い下げ用)
1116 リンゴジャム製造(払い下げ用)
1117 11 

1118 11 (共同作業)
1119 ブルーペリージャム製造(払い下げ用)
1125 リンゴジャム製造(払い下げ用・共同作業)
1/26 ブルーベリージャム製造(払い下げ用)
1131 リンゴジエリー製造(払い下げ用)
212 11 

2/7 11 

2/9 リンゴジュース製造(払い下げ用)

2/10 リンゴジャム製造(払い下げ用)
2/13 リンゴジュース製造(払い下げ用)

2114 11 

2116 ハスカップジャム製造(払い下げ用)
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各製品作業工程

イチゴジャム リンゴジャム リンゴジエリー ブドウ液 リンゴジュース ハスカップジャム ブルーベリージャム

イチゴ リンゴ リンゴ ブドウ リンゴ ハスカップ ブルーペリー
l l ↓ i 
水洗 水洗 水洗 水洗 水j先 71<i先 71<;:先

加糖 葦IJ皮 加熱(水を加え丸ごと)除梗・破砕・搾i十 破砕 加糖 加糖
↓ ↓ ↓ l l 
加熱・濃縮 除芯・分割 ろ過(一晩放置) 補糖 搾汁(圧搾) 加熱・;濃縮 加熱・濃縮
↓ ↓ 

ビン詰め トリミング 加熱・濃縮(ろ過液) メタカリi添加 殺菌(蒸煮) ビン詰め ビン詰め
i i ↓ ↓ ↓ ↓ 

殺菌 計量 砂糖添加 撹祥(皮上げ終了まで)放冷 殺菌 殺菌
↓ i ↓ 

製品 スライス レモン果汁添加 皮上げ ビン詰め 製品 製品
l ↓ 

加糖 ビン詰め オリ引き 製品
l l 
加熱・濃縮 殺菌 ビン詰め
i ↓ 

レモン果汁添加 製品 製品

ビン詰め
l 
殺菌
l 
製品
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農産加工

農産加工実習室保有製造機械(2005)

名称 製造所 購入年 備考

ー重釜 北海製縫 (不明)

シーマー 北海製縫 1960 
ウルトラフィルター ミウラ化学装置 1966 
合成調理器(スライサー 日本調理器製造 1972 
球根事IJ皮機 日本調理器製造 1973 
球根剥皮機 日本調理器製造 1995 
宿;貴機 (不明) 1973 
ジュースエキストラクター 精研社 1974 
電動ブラシ (不明) 1978 
遠心器 国産遠心機 1979 
レトルト 北海製縫 1985 
ボイラー 荏原製作所 1985 
自動真空包装機 東静電気 1990 
除梗機 GUBEUI NICOLA 1990 
フライヤー Tanico 1993 2台
クラッシャー 橋本缶詰研究所 1999 
油圧スタッファー 大道産業 1999 
煮沸式消毒槽 Tanico 1999 
油圧式搾汁機 サンフードマシナリ 2000 
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余市果樹園

余市果樹園

堀庚孝・生田稔

概要

位置は札幌市の西、約60kmの余市町内に所在し、 ]R余市駅から 2kmの距離の余市川流

域の平地にある。年平均気温はおよそ8'C、最高気温は35'C、最低気温はー 15"C、降水量は

1200mm前後、積雪は 1.2m位である。

本因は大正元年 (19 1 2年)、東北帝国大学時代に、果樹栽場の適地において、果術に関す

る研究と果樹園経営の教育を行うことを目的として、余市町山田村に設置され、余市果樹園と

称し、農場長の管理下に置かれることになった。

当初の用地面積は明治45年に余市町から寄付された 26a 、東北帝国大学所有の公債証書と

の交換により町から取得した40aのほか民有地 190 aを購入し、計2.6h aであった。

その後、国有地の所管換えと民有地の購入によって約4h aとなり、更に昭和46年に隣接の民

有地2h aを購入して現在の面積は約 5.5ha(道路拡幅、堤防工事で0.5h a減)となった。

人員は当初、看守者1名のみであったが、その後専任職員が2名になり、更に教官2名と事

務官 1名も配置され計5名となった。しかし、定員削減が実施された結果、現在は技官2名で

ある。

研究・教育面では、リンゴの省力化栽培及び、わい化栽培、果樹園雑草の生態、 DNA分析に

よるリンゴ属植物の生科学的マーカーの確立に関する研究、果樹遺伝資源の凍結保存、リンゴ

腐らん病防除に関する研究(実態調査、組織・細胞学、 AM菌の利用等)が進められ成果が発

表されている。

研究および学生実習

夏季実習

1泊2日の日程で、リンゴ、ナシの摘果、ブドウのジベレリン処理及び誘引作業、農薬散布

実習の他、余市町園芸試験場、 近郊園芸農家の見学・農作業の実習等を実施している。

(平成 17年度は 30名)

収穫実習

リンゴ、ナシ、ブドウの収穫

(平成 17年度は 32名)

(I)リンゴ腐らん病発生状況の調査(腐らん病羅病樹における隈病部位ならびに内部組織につい

ての調査)および、リンゴ腐らん病防除に関する研究。

(2)リンコ果実みつ症に関する研究

(3)プロトプラスト由来のブドウ植物体の形質調査

(4)小果樹の栽培技術開発と果実の有効利用
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余市果樹園

余市果樹園圃場図

17~712a 回

33 a 

プルーベリ-240

固ブドウ 30 

オウトウ 220

リンゴ160
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回
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⑥
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437本(成木 183本、未成木 254本)

185本(成木92本、未成木93本)

80本(成木 32本、未成木48本)

24本

90株

80株

リンゴ

ナシ

ブドウ

オウトウ

ハスカップ

プノレーベリー

主要品種

リンゴ つがる、きたかみ、レッドゴーノレド、陽光、さんさ、王林、

ニュージョナゴーノレド、紅玉、ふじ、やたか、高嶺

余市果樹園

植栽果樹の内容

種類・面積・本数

338 a 

60 a 

2 8 a 

22 a 

33 a 

24 a 

ナシ 身不知(千両)、パートレット、 7 ツクスレッドパートレット、オーロラ

ブドウ デラウェア、キャンベノレスアーリー、ナイアガラ、ポートランド

オウトウ 佐藤錦、南陽、紅秀峰、ジャイアントキング、アメリカンチェリー

主な農業機械と設備

トラクタ (48ps)、 トラクタ (21ps)、スピードスプレーヤ(自走式1000W、

高所作業機 (2台)、選果機、予冷施設、自動車(貨客用)

土地

樹園地 50， 466nf 

建物等敷地 6，861nf 

計 57，327nf 

実習

4月21日 農場学生 3名

6月 10日 家畜生産学生 25名

6月28日 農場学生 2名

7月 6日 農業工学学生 38名

8 月 8 日 ~9 日夏期実習 30名

9月 12日 農場学生 5名

9月 19日 wt場学生 4名

10月7日 収穫実習 30名

11月2日 農業工学 4名

11月 17日 農場学生 2名

小果樹冬囲い外し

困場見学、概要説明

プドクジベレリン処理

リンゴ摘果、ハスカップ収穫

梨摘果、ブノレーベリー収穫

デラウェア収穫

きたかみ、デラウェア、バッフアロー収穫

梨収穫

リンゴ収穫ロボット実験

小果樹冬囲い

施肥量・ 10a当たり N3. 5kg P 2. 8kg K3. 4kg (小果樹含む)

収量・ 10 a当たりリンゴ 295kgナシ 456kgブドウ 773kg (リンゴは 7割強・ナシは 5割・

ブドウは6割強苗木の為、収量が殆ど無い)

収入・ 10 a当たりリンゴ44，900円ナシ47，100円 ブドウ 151，700円

。。
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余市果樹園

リンゴ(平成 17年度)

品 種 作付 面 務 粗生産量 (kg) 出荷量 (kg) 実験供試量 (kg)

姫小町 0.4 a 12 12 

レッドフリー O. 2 a 81 60 

きたかみ 89. 5 a 1， 917 1， 680 

つがる 93. 2 a 2， 644 2， 120 30 

あかね 7.0 a 303 240 25 

さんさ 1 1. 5 a 262 195 25 

静香 6. 5 a 39 15 10 

レッドゴーノレド 1 3. 0 a 487 420 10 

千秩 5. 5 a 419 120 25 

こうとく 5. 3 a 134 89 10 

高嶺 4. 8 a 313 225 10 

スターキング 4.0 a 296 240 10 

紅玉 1 3. 0 a 143 90 40 

陽光 13.0 a 374 345 10 
， 

NJゴーノレド 1 3. 5 a 503 390 

王林 6. 5 a 417 360 10 

ゴーノレデン 2.0 a 172 105 10 

陸奥 4.0 a 301 255 10 

ふじ 1 1. 0 a 740 597 60 

らくらくふじ 10. 5 a 

峯村系ふじ 5. 5 a 

やたか 5. 5 a 126 75 10 

きたろう 1 a 3 

ハックナイン O. 2 a 5 

台木 22.4 

ぷE〉3、 言十 349 9， 691 7， 621 317 

※ らくらくふじ、峯村系ふじの粗生産盆と出荷量は「ふじjに含まれている

施肥量(成木 1本当たり)リンゴ N250gナシN280gブドウ N250gオウトウ N250g

P200g P220g P200g P200g 

Iα30g K260g K230g K230g 

(幼木 1本当たり) N 50g N30g N70g N50g 

P 30g P20g P40g P30g 

K50g K30g K70g K50g 

肥料成分(4，1，3)20](g中N2.8KgP2.2!{g ](2.6J匂
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余市果樹園

ナシ

田ロ 種 作付面積 粗生産量 (kg) 出荷量 (kg) 実験供試盆 (kg) 

オーロラ 1 6 • 

ノfートレy 卜 5.6 a 102 90 

マyクスレy ドパートレット 10. 45 36 

プランディワイン 1. 5 a 308 279 20 

千両梨 25 • 2. 285 1. 774 1 8 0 

マノレゲリットマローラ 0.6 a 

ラ・フランス 0.4 a 

ノレ・レクチェ 0.2 a 

シノレノ〈ーベ/レ 0.2 a 5 

幸水 0.3 a 3 

秋水 0.2 a 2 

lロh 計 60. 2. 740 2. 1 79 200 

ブドウ

aロa 種 作付面積 粗生産量 (kg) 出荷量( k g) 実験供試量 (kg) 

デラウェア 3 • 249 226 

キャンベノレスアーリー 1 1 • 1. 359 623 640 

ノ':/'フアロー 2. 62 53 

ナイアガラ 7 • 387 32 1 7 

ノースプラック 2.5 a 30 25 5 

ポートランド 1. 5 a 40 27 

スチューベン 1 • 37 33 

合 許 28 • 2. 1 64 1. 308 652 

オウトウ ハスカップ

ロロ白 種 作付面積 勇払原野で採取した野生種90株

佐藤錦 10. 作付面積 33. 

紅秀峰 3. ブノレーベリー

南陽 3. パークレイ、プノレーレ一、ウェイマウス、

ジャイアントキング 3. プノレークロップ、ランコーカス、ベンパートン、

アメリカンチェリー 3. ジュ J、ノレーベノレ、 コピノレ

dロh E十 22. 作付面積 24. 

※ ハスカップ、ブルーベリーは学生実習で収穫し、札幌へ運搬
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機械

機械

河合孝雄・佐藤浩幸

1概要

機械班は、銭湯における機械化体制およびトラクタ機械化に対応するため 1960年に新設された管理

部管理掛(翌 1961年に作業管理部と改称)を前身とし、 1998年 4月から農場新組織発足にともない機

械グループ、 2001年4月から闘芸グループ機械班となった。

銭湯共通のトラクタ及びその付属作業機等の機械類を管理するほか、各部門と協議連絡して適正に運

用し、農作業の円滑化、能率化を計ることを目的とする。運営予算は、農場 3部門でそれぞれ利用した

時間に応じた算定比率 0982年度より年毎に大きな変動がないよう配慮する意味から過去 5年間の平均

値)を基に各部門が負担する受益者負担を原則としている。

現在、 2名の技術職員が配置され、おもに以下の業務を担当している。

①トラクタ 14台、作業機・穀類乾燥機等約 70台の作業運用計画・調整及び実施記録のまとめと評

価及び機械化体系策定の検討

②機械の操作及び利用する技術官への操作指導

③学部学生に対する、農業機械関連実習

④機械の調整・開発・改良・保守・点検・整備

⑤教育・研究用機器の試作・開発・改良のほか特殊な用具の開発改良などの対応

⑥農業機械関連への対応(教育・研究等)

⑦研究のための牧草に係わる困場管理、試験等に係わる業務(試料の育成・観察・分析等)、調査・

研究、共同研究

⑧牧草見本園の維持管理

2.トラクタ・作業機及び圃場概要

表 1に当グループ保有トラクタ・作業機一覧を示し、また表2に牧草作付け草種及び品種一覧を示し

た。なお、以後トラクタ名については表 lの( )内の略称を使用する。

(1) トラクタ・作業機

今年度は、 トラクタ・作業機の新規・更新がなかった。 2004年に MF185トラクタは、消化液

タンクの撹枠作業中にエンジン焼き付で使用不能となった.今年、消化液タンクに電動モータを設

置しトラクタよる俊枠作業をなくした。しかし、 MF185は使用不能のままである。

また、消化液を散布するスラリーインジェクターは、 100馬力以上のトラクタを使用しなければ

ならない。現有する 100馬力以上のトラクタは MF6265の 1台のみである。消化液は、散布時期

が限られ、晩秋から早春にかけては散布ができない。春には大量の消化液が溜まるため、短期間に

効率よく散布する必要がある。散布作業の中で一番時間がかかるのは輸送である。飛び地である第

2農場に散布する場合には能率が一段と落ちる。 MF6265を使用する春先の耕うん・整地作業や堆
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機械

表1 機栂班 保有 トラ空タ・作業機一覧 (次ベージに続()

機械名 製作所

事材料トラクタ****本

フォードソンメジャー(FM)

フォード5∞O(F5α)0)
マッtイ)]-h'リン185(MF185)

フォード661O(F661 0) 

イセキTL4∞OFG(TL4α)0)
マッセイ))-h'1ン3050-4C(MF3050)
ヲポタL1-275DVBMAXSJP(L 1-275) 

クボタA-15DBP(A-15)

ジョンディ71850DM(JD1850) 

ヲボヲGL220BSP(GL220)

ヤンマーAF-250RVXUKS5R(AF-250R) 

*空ポタGB150(GB150)

マッtイ)7-h'1，6265-4CA(MF6265) 
本イセキT950(T950)

*ヤンマー耕うん機

$ヤンマー紛うん機

スキッドステアローダ

材料本作業機紳料率

兼用プラウ

兼用プラウ

布リバーシプJレプラウ

チゼJレプラウ
サプソイラー

プラソイラ

ライムソワー

プ口 ドキャスタ

マニュアスプレッダ

本スラリーインジェヲター

デスクハロー

デスヲハロー

ロータリ

ロタリ

ロータリ

代掻きロータリ

ロ-11リ
ロータリ

グレンドリル

コーンプランタ

グラスシダ

グラスシーダ

本ポテトプランタ

ホビーンプランタ

本ビートプランタ

鎮圧ローラ

平畝マルチャ(同時口ータリ式)

フォード

フォド

MF 

フォード

井関農機

MF 

。ボタ

ヲポタ

ジョンディア

ヲポヲ

ヤンマ

ヲポタ

MF 

井関農機(MF

ヤンマー

ヤンマ

小松製作所

スガノ農機

スガノ震機

スガノ農機

MF 

ランサム

スガノ怠機

(英)

{笑)

(英)

(英)

(日)

(仏)

(日)

{日)

(独)

(日)

{日)

(日)

{仏)

(英)) 

規格・大きさ

ディゼJレ・ 2駆 ・42PS

ディーゼル 2駆 65PS 

ディーゼル 2駆 75PS 

ディーゼル・ 4駆・ 79PS

ディーゼル 4駆 40PS 

ディーゼJレ 4駆・ 69PS

ディーゼル・ 4駆 ・27PS

ディーゼJレ 4駆・ 15PS

ディーゼJレ 4駆， 59PS 

ディーゼJレ・ 4駆 ・22PS

ディーゼル・ 4駆 ・25PS・高速耕うんロータリ付

ディーゼJレー 4駆 ー15PS

ディーゼル・ 4駆・ 10SPS・ローダ付

ディーゼル・ 4駆 ・95PS

(日) YC750D 

(日) YC750DG 

{惇り SK714-5 42PS 

{日) 14" *2 

(目) 14" *2 

(日) 20" *2 

{英) 1. 98m 

(英) 65cm 

(日) 6PY3 

スター農機 {日) 320L 

ノードストン {デ) 1000Lターボマチック

ジョンディア {加) JD455 8.3rrl (ハイドロプッシュ式}

ジョスキン(ベルギー)6αlOQ 

フォード

INH 

小橋工業

小橋工業

松山

松山

小橋工業

小橋工業

ノードストン

ガスパルド

ブリ リオン

プリ リオン

十勝農機

田端麗機

サ-9Jレ鉄工
スター農機

7ク'好?J矢崎

ρ
0
 

(未) 18" *20 

(米) 20" *32 

(日) KC240 (2.4m) 

(日) ML180AF O.8m) 

(日1.4m (A-15用)

(日) 2. 4m (LI-275用)

(日) PK247 J-2L (2.4m) 

(日) KRM240 (2.4m) 

(デ) 2. 5m 

(伊) SA-480-4 (4畦)

{米) 1. 55m 

(米) 1.8m 

(日) PNA2RT (2畦)

{日) 4陛

(目) 2畦
(日) 2.5トン

(目) MRT-1B )<~Á幅0.95-2.4m AF-250R用

Z盟主盟工旦盟主
購入価

堕A主ー」王Fl)

1956 

1967 

1972 

1985 

1988 

1990 

1990 

1990 

1991 

1995 

1997 

2002 

2∞2 
2002 

1981 

1983 

2003 

1984 

1988 

1985 

1983 

1956 

2∞3 

1980 

1992 

1996 

2003 

1958 

1975 

1976 

1989 

1989 

1989 

1998 

2α)4 

1984 

1992 

1960 

2003 

2αl4 

1979 

1979 

1981 

2白河

1，230 
1，500 
2，116 
5，950 
2，481 
5，210 
2，300 

970 

1，431 
2，827 
977 
7，534 

3，360 

370 

235 

440 

102 

400 

207 

340 

2，029 
6，938 

110 
1，200 
488 

398 

689 

700 

1，100 
799 

187 

998 

925 

676 

87 



表1 続き

機織名 製作所 賂入年

購入価

(千円)規格・大きさ

事ブームスプレーヤ

ブームスプレーヤ

・ブ ムスプレーヤ

カーベットスプレーヤ

・力Jレチベーヂ
吋音土機

口ータリ力Jレチ

ロータリカルチ

ロタリモア

(仏) 4∞L 
(デ) 1αlOL エアーアシスト

{仏) 6∞L 
{日 500L CBM520-A 

{日) 3畦

(8) 3畦
(日 K502 5畦

{日 K303 3畦

(日 1.2m

テクノマ

ハーディ

テクノマ

丸山製作所

目農機

スター長機

小僧工業

小橋工業

佐々木怠機

1975 

2∞1 
2α)1 

2001 

1974 

1976 

1989 

2αm 

1988 

普通コンパイン

自脱コンパイン

クラース (独) ドミネータ-38S(2.7m) 

石川島芝浦機械(日 CX20GAKN 3条刈
1988 

1989 

ポテトデガ

ポテトハーベスタ

ビートハ ベスタ

ストローチヨツパ

フレールモーア

松山 (日 VH-1402-3L 2陛

(スイス) SC 

(日) 71Jツ式41OTURBO
(日 F211 2.1m 

(日 FN1601S-1S 1.6m 

1

1

5

6

1

 

∞

田

随

時

∞

2

1

1

1

2

 

サムロ

日農機

小掃工業

松山

ヘイモーア

ヘイモーア

モーアコンディショナ

ジャイロテ tノダ

ジャイロテッダ

へイレキ

へイレーキ

ニューホランド(仏 442 デスヲ型1.6m 

ニューホランド(仏 442 デスヲ型1.6m 

ターン (仏 FC243 2.4m 

エパーグリ ン{独 5.1m

ターラップ (デ 744 5.35m 

パンフォード (英)

クーン (仏) KF4 

1987 

1989 

2α)2 

1988 

1996 

1970 

1988 

ロールベーラ

フォ レージハーベスタ

ジョンディ7 独) 582 径6∞-1550幅1170mrn
フェラポリー (伊) 545 2陛

2002 

2日)2

フォーレージワゴン

フォレジワゴン

ハイダンプトレーラ

ベ-Jレカッタ

{日) 特注 2台麟入

(日) TC-551O 12m 

(日 LW-130 13m 

(伊) T12 

踏入価I立1台単価 1972 

1990 

1990 

2003 

ほくさつ

ほくさつ

メム口機工

ポルアグリ

井関純正フロントローダ

叫D純正フロントローダ

サイレージパケット

データトロニッヲ

三陽機器 (日} 標準、マニユ7 (TL4αm用)
ヤンマー畠機 (目) 標準.除雪プレード (JD1850用)

ヰセキ北海道 (日 (MF6265ローダ用)

MF 仏 (MF6265用}

8

2

2

2

 

四

回

∞

∞

1

1

2

2

 

機械

520 

3，900 
700 

114 

153 

498 

525 

250 

2，300 

630 

600 

1，600 
510 

462 

700 

1，856 

620 

844 

224 

665 

4，200 
3，528 

646 

1，330 
1，040 
1，470 

697 

606 

トレーラ ほくさつ (日) HS3W-2 ダンプトレラー2トン積 1979 697 

トレラ ほくさつ (日) HT-21 1トン積 1988 174 

毅物還灘車 斎藤農機 (日) KD-22oo (トレーラー改造 1989 275 

較類搬送機 斎藤震機 (日) B-551 (パネコン 1989 116 

高所作業車 ササキ (日)ヲポタFHD6-111 1997 741 

高所作業車 ササキ (日)クボタFHD35-1I1 2∞3 830 

連指車 筑水キヤニコム(日) ELS680K3DP 6∞同積 1997 714 

根切りチェンソー 小松ゼノア (日) RC620 1997 247 

般物用循環型乾燥粧 山本製作所 (日) SBD-3ESM (7トン 1989 1.835 

注1)率印は機械班以外で所有している作業機.これらは、機被ヨ呪のトラヲタを使用注2) トラ担タの後ろの( )は略称

i主3)賂入価は、 j肖賢税込み

η
d
 

n
h
v
 



機械

肥逮捕E・散布のローダ作業と重複する。このため MF185の更新として早急に 100馬力超 ・ローダ

付トラクタが必要とされている.

<05年度機械修理概況>

①トラクタ修理

.MF3050の後輪タイヤ2本、 16万8千円0

.MF6265キャビンのリアガラス7万5千円

昨年に続きキャビンのリアガラス破損し7万5千円を要したが、昨年の取り付け時の不手

際が要因と思われる。今後も再発が予想され、純正ガラスの利用はまた同じ出費かかさむこ

とから、国産のガラス屋さんに見積もりを依頼したところ安価で済むことが分かり、さっそ

く予備ガラスを入手した。

'MF3050のトップリンク l本7万円

・昨年の年度末、JD1850のフロン トローダマス ト部本体のボルト取り付け部が破損した.

運悪くネジ穴破損の一部がエンジンシリンダフロックにかかり、修理見積もりを取り寄せた

ところ約60万円近い見積書が寄せられた。しかし、この整備は、キャビンの脱着、エンジ

ン分解を含む大規模な修理行程だけに、 この程度の請求額は理解出来る.

年度当初からこのような大きな出費はまことに悩みの種である。思案の末、破損したネジ

部は他の場所にタップを立て、さらにボルトの増設、補強で何とか部品の交換をせずに修理

を終えた 1年近い年月が経過したが、今のところ順調であり何とか持ちそうである。

-次は AF-250Rである。昨年作業後の給油中、セルモ タからのオイル漏れを発見した。な

ぜセルモ タからオイル?と目を疑ったが紛れもなくオイルなのである。良く観察すると汚

れが激しいためエンジンオイルと判断した。クラッチハウジング内できれいなミッションオ

イルがクラッチなどの摩耗粉と混ざりエンジンオイルと誤判断を下してしまった.ちなみに、

事前におけるエンジン、ミッションオイルのレベルゲージでの点検ではどちらも予想したレ

ベルの低下はなかったのも事実である。

恥を忍んで再度、作業に取りかかったが、エンジン部、ミッション部、リアアクスル部

と三分割を余儀なくされ、さらには整備書もないままの作業で多くの修理時間を要した。こ

の問、ポールが一つも残っていないベアリング、ほとんど摩耗したギアなどを目の当たりに

し、よくもここまで動いていたことが信じられないほどの破損状態であった.大きな回り道

をしながらも、修理に要した実費は部品代のみの総計8万6千円あまりで済ますことが出来

た.

②作業機修理

・リバーシブルプラウのスリック部一式22万円

この項目で大きいのは、リバーシブルプラウのスリック部(耕紀部に樹脂製部品を取り付

け、土陥れを良くしたものであるが減りが早い)一式22万円である。 l足場ではプラウは複
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数台あるが、最近ではこのリバーシプルプラウのみでプラウ耕がなされることが多く、固い

土療の多い条件と相まって交換サイクルはおのずと早くならざるを得ない。

ロ タリカルチ 6万円

(2)牧草見本国

表2の通りである。

一一一塁z一生乞豆見本図作付け草槌及び品種 覧

ZE著:.iIi: ~著墨 1 

1 ラF-モシー ヲンプワ

Z ラF宅壬y- ノモナ'Y/

3 チ モシーー キリタップ

4 チモシー ホヲシユウ

5 ~す ーー王子ャーード ?'ララコζ ワ-eミドリ

6 ヨナ ヲ=ーャーード?'ラ矛;;;<. 男1-;;1ョミドリ

アスムスe フ'ロムク'ラス コ'"-1' ::JJ -;.ノコア

8 リ ードカブ-'.Jーグラス ノてラ トン
9 メ ドワフェスヲ トモサカコ二

1O  ト-Jレフェニ，，<7 オ言。リョウ

〈家怠E富有責 4a) 

主主事盃

1 1 ケンタッキーフ.Jレーク・ラス

12 へ.レニアルライクーラス

1 3 イタリアンライク・ラス

14  7"カヲロ ノミ

00転車

15  7"カヲ口一一ノて

16 シロヲロー/~

17 シロヲロ-r，
18 三"， O -!7CJ- /可

1 9 7ルサイククローハー

-7ユノ=プJレ一一

フ 7/ト h‘
ピリオン

オミ<7-eキ

ノ、吋'ヰユタ'

力リフォJレここア

工ノ一一二ニヲ'

pホ ラ
テ トラ

て?'守'20コ"Jレ77Jレ77

3研究課題と実習内容

・農場実習 I 農業機械担当

生物資源科学科(必修1単位)

農業経済(必修1単位)、応用生命、生物機能化学科(選択l単位)

・農場実習E 夏期実習(トラクタ運転実習)

生物資源科学科(選択2単位)

.食と緑の体験演習

7月4、11日

7月6、13日

8 月1O~11 日

高等教育機能開発総合センタ一 一年回選択科目 5月 18日

実習 Iは、車庫に保管されている機械のそれぞれの役割、性能を中心に話を進めているが、前

半を講義室で股業用と一般自動車用エンジンの特性、構造上の違い等を説明してから車庫に移

動するなどしている。また、とちらから一方的に話をするだけではなく、時には質問(トラク

タの前輪タイヤが一般的に小さいのはなぜ、タイヤのラグの目的は e.t.c)をするなど工夫をこ

らしている。最近の傾向では、以前あまり関心を寄せなかった経済 ・応用生命 ・生物機能化学

などの学生が関心を示し、生物資源の学生はまったく逆の傾向を示すなど様変わりしている感

もある。

実習Eは、トラクタを自ら運転できることもあり以前から好評であったが、免許所持の学生も年々

増えており、数年前からはトレーラを連結したパックの練習も取り入れるなどしているが、初運転

の学生もおり、危険と隣り合わせである事を忘れてはならない。

食と緑は過去数年間実施しているが、さすがに l年自らしく免許を所持する学生もほとんどいな

い。したがってはじめてハンドルを握る者も多く 、中には尻込みして運転しない学生もいるがおおむ

ね好評で、特に女子学生の方が積極的な傾向が強い。

r
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4.技術協力等

機械班では、当班で管理しているトラクタ ・作業機等の保守 ・点検等の業務以外に銭湯内の小農具・実

験機器等の修理依頼等に通常業務に支障が生じない範囲で応じている。また、消耗品(ボルト、ナット、

割りピン、ラッカースプレー等)は他部門にも提供している。さらに箆場を利用して実験研究を行ってい

る農学研究科作物学分野をはじめとする教員・院生・学生等に対しでも同様の支援を行っている。

この他に今年度に行われたことは、次の通りである。

①余市果樹留の トラクタ故障への対応

②森林圏ステーション南管理部札幌実験首畑のトラクタ・除雪機の修理を行った。苗畑のトラクタ修

理は、 12 月 ~1 月にかけて行った。前輪終減速装置にガタが生じていたため分解組み立て。フロン

トローダはアームに亀裂があったため溶接修理、全てのピンが異常摩耗していたため交換、油圧シリ

ンダのピン受け穴も大きくなっていたため受け穴部補修を外注。さらに首畑職員へ日常・定期点検項

目の点検方法を指導しながら点検・部品交換を行った.

③昨年度に続き今年度は4月と 7月に牽引免許に挑戦した。この結果、9人が挑戦し、全員が合格を

果たした。この問、極度の緊張感からか挫折気味になり再挑戦をあきらめかけたりする受験者も現

れたが、皆で気を取り直し実現したものである。この手の持ち込み受験は他組織(北海道農業研究

センタ一、茨城大等)でもあると聞くがプロの教官・コースによる指導・練習後の受験であり、プ

ロの教官なしで成果を上げる事は困難を極めた。

5.2005年度機械利用概況

(1)作物栽培の種類と特徴

当農場は、札幌キャンパスの北西に位置し、農場 3部門が管理する約 37haの園場を対象に農業

機械が利用されている。また、食用 ・工芸・飼料作物、疏菜、果樹、花井など幅広く栽培され、実

験・実習用等に利用されている点に特徴がある。

このような栽培体系の中で、きめ細かな機械の対応が要求されるため、当班の 2名では対応する

事ができず、多数 (20数名)の技術職員が機械操作を行うことも特徴の一つである。

(2)作業日誌の集計結果

当班では、作業管理部新設当初よりトラクタ別使用記録日報(冬期間を除く)によりその運用を把

握している。その記録から 2005 年の 4 月 ~12 月までの月別トラクタ稼働実績を表 3 に、作業機別

トラクタ稼働状況を表 4・表 5に、その他機械稼働状況を表 6に、部門別トラクタ稼働状況を表 7・

表 8に、部門別その他機械稼働状況を表 9・表 10・表 11・表 12に、01年から 05年の部門別トラ

クタ稼働時間推移を表 13に示した。 GB150トラクタは、日誌をつけていなかったため 04年のデー

タを便宜上使用した。表 3~13 の集計は、 4 月 ~12 月の問のものであるo 04年より牛舎移転にとも

ない通年で給飼等のためにフロントローダ・ベールカッタ・スキッドステアローダが使用されている。

冬季聞の牛舎作業機別トラクタ及びスキッドステアローダ稼働状況を表 14に示した。
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議3 2田5年トラクタ織働実線

トフクタNO‘ 1 2 3 4 5 6 
トフクタ名 MF6265 T950 F661Q MF185 MF3050 F5αlO 
馬力(PS) 105 95 79 75 69 65 

~ f窓側可能日滋 被鋤鴎間 線働日数 織働崎間 被働日放 権側時間 線働回数 確働崎間 様働Bs 稼働崎間 縁側回数 際働崎間 1事。崎日放
4月 20 (21) 30.8 (45.0) 16.5 (1'.0) (3.0) 。" 2.0 (12.5) 0.5 (3.0:】 32.S (13.5) 8.5 【..，】 6.0 【15.0】 3.0 (15.0) 
5月 19 (18) 73.7 (1邑剖 23.0 (4.0) 33.0 【39.0) 10.5 (11.0) 12.5 ('5.5) 5.5 (5.0) ('1.5) (8.0) 28.5 <38.0) 8.5 (10.0) 息5 (11.5】 2.5 (3.0) 
6月 22 (22) 52.0 {3d目I} 19.0 (7.5】 7.0 (2.5) 2.0 (1.0) 31.5 れ'2.0) 6.5 (4，5) "・0) "ω 23.0 (38.7) 9.0 00.01 9.3 (12.0:】 4.0 {'.51 
7月 20 (21) 33.8 (12.S) 17.0 13.5】 11.5 4.0 1.0 【2.01 0.5 (1.0:】 30.5 (1..0) 10.0 (..5) 2.0 (・ι0) 1.0 (2.5) 

8~ 23 (22】 33.2 (曲叫 15.5 02.0:】 20.5 【25.0) 5.5 (6，0) 1.0 (11.0) 0.5 (3.0:】 (19.0) ('ω 22.0 (33.0) 5.5 (11.0) 14.5 【2.01 4.5 (2.0) 
9月 20 【制 29.5 (29.5) 16.5 何.5l (12.0) 【J.SI 5.0 内5.0) 1.5 (3.0:】 (10.01 (2.01 11.5 (5-'.01 3.5 OS.o1 5.0 【2 .~) 2.5 (2 .~) 

10月 20 (初} 50.3 (日刊 21.0 (11.0) 6.5 位置引 1.0 【凪" 11.0 1.1".5】 3.0 (3.5) 21.5 (37.0) 6.0 伺" 5.0 (2.01 2.5 【，.0)
11月 20 (2Q) 32.6 (5-'.2) 16.5 (13.01 5.5 (22.5) 2.0 【7.0) 9.5 (8.5) 2.5 (2.0)1 {息詰 【3.5) 5.0 (".~) 2.5 (".5) 
12周 19 (22) 27.4 (29.0) 17.0 (1..51 5.0 (.t.S) 2.5 (.t.S) 

合計 ¥83 (1 8~) 363.2 (335.7) 162.0 (畠1I.0l 84.0 (l26.5) 25.0 (35.0) 73.5 1.91.0) 20.5 (25.0:】 0.0 (.腿5) 0.0 (17.0) 169.5 (2311.3) 51.0 (68.0) 61.3 【話回 25.0 【40.51

トラクタNO. 9 (0 11 12 13 14 

トフクタ名 TL40凹 L1-275 AF-250R GL220 A-15 GB150 
馬力(PS) 40 27 25 22 15 15 
局 総働可能回数 Ii働時間 稼働目散 槍働時間 指働回数 線働時間 Ii働回数 線働崎間 稼働回数 縁側時間 f窓側Bs 綜働崎/.， 篠働回数

4周 20 (21) 23.0 (17.5) 5.5 (5.0) 4.0 【10.5) 1.5 【".0) 2.5 0".2) 1.0 【6.011 3.0 (12.5) 1.5 (唖" 8.0 (15.0:】 4.0 (5.5) 6.0 (6.0) 6.0 (M) 
S月 19 (18) 13.0 【11.5) 4.0 【3.5) 30.0 【2M) 9.0 (9.0) 27.5 (32.5) 10.0 【13.011 5.5 (12.0) 2.5 何" 8.1 (17且 8.5 (19.0) 7.4 (6.S) 8.0 【7.5)

6~ 22 (22) 27.5 0"引 10.5 (5.S) 52.7 (0&8~日 15.5 (15.5) 14.5 (盟国 4.5 (12.011 25.5 (2O.5l 9.5 (7剖 17.1 (35.7】 21.5 【22.5) 6.5 (7.2】 5.5 (11.0) 

m 20 (2り 15.5 (9.0) 4.5 (3.51 23.0 (31.5) 7.5 【由。l23.3 (却却 7.5 (10.0)1 7.5 (1M) 3.5 恒国 19.8 (2.8:】 10.0 (2.5) 4.0 {..o:】 6.0 【且叫
8月 23 (22) 25.5 (15.5) 6.5 (..0) 26.5 (19.5) 8.5 (8.0) 27.0 C:!7.5) 10.0 (1.S)1 17.5 (18.0) 6.0 (5.0) 18.3 【畢且.) 10.5 (7.5) 7.3 (7.3】 7.5 (7，5) 
9月 20 (20) 1.5 (11.5) 1.0 (3.0) 13.5 (11.0) 5.5 (..0) 24.0 (9.目 8.0 【3.5)1 13.0 00.5) 5.0 (3.日 21.0 (lo.s) 11.5 (7.5】 7.0 (1，0) 6.0 【6，01
10月 20 (2ω 7.0 (20.5) 2.0 【5.0】 11.5 (10.5) 4.0 (3.5) 6.5 C11.0) 3.5 (..0:】 3.0 (..0) 1.0 (1.0) 20.0 【111.0) 7.5 (7.0:】 1.7 0.7) 2.0 (2，0) 

"月 20 (2ω 16.0 (11 田 5.0 【3.0) 6.0 (6.5) 2.0 【2.5) (0.5) 【0'5)1 9.0 (8.5) 3.0 臼 5.5 0..5) 3.0 (6.0) 0.5 (0，5) 0.5 (0.5) 
12月 19 (22) 3.5 (2.01 1.5 【0.51
合計 183 (186) 129.0 (1伺日 39.0 (32 167.2 (166白1) 53.5 (55.5) 125.3 (155.0) 44.5 (ss.s11 84.0 (1∞'.0) 32.0 (37.5J 121.2 (127.01 78.0 (78.0:】 40.4 (-'0..1 41.5 (.1.5) 
注1)トラクタ名1<1 嚢3の( )内の略除を使閉した 注2)織働回数[1.1闘の綜働問問3崎間以上を?日 3時間朱測を0.58として集計

議3)倍強()肉の殿値1<1、前年実11 注4)棟。帥可能回量生1<1 期間内の聡員の勤務自敵であり 気候条件S撃を考慮していない.

這5)1台当確個跡事雪合計梅働回数If軍備可能回路Xトラクタ台s 注6)権側日数寒1<1.期間中1台のトラクタでも稼働した日放の値(ただしコンパインを含む)

7 
JDl且50

59 
稼働時間 棟。崎日数

6.0 【1.0) 2.0 (Cl.5) 

9.5 (&.S) 3.5 (3.0) 

26.5 {111.5J 5.5 (5.0) 

4.0 【0.5) 2.0 (o.S) 

13.0 2.5 
13.5 (21.5) 2.0 【".01

0.5 。ω 0.5 (1.51 
。5 0.5 

73.5 (55.01 18.5 【14.5)

合計

733 

稼働問問 積倒防回数

123.8 (1邑9.1) 50.0 (72.5) 

265.7 (2s.t.l) 97.0 {1刷"

307咽1 "国首 117.5 (1伺"

179.8 028.1】 75.0 (.9.0) 

233.3 【'"的 85.5 (eo.5) 

152.0 (2".5) 65.5 (町田

144.5 (205.3) 54.0 (51.0) 

91.1 (139.9) 38.0 (.5.5) 

35.9 (35.5) 21.0 (19.5) 

1533.1 (m0.1) 603.5 (dOS.O) 

8 
FM 

42 
稼働崎間 様働目敏

μω (2.0) 

7.5 (7.0) 1.5 (2.0:】
14.0 【1苫3l 4.5 ('.5) 

4.0 (3.0:】 1.5 (1.0) 

7.0 00.5) 2.5 【3.0)

7.5 (13.0) 2.5 (3.5) 
【2.0) 【."

1.0 0.5 

41.0 (51.8) 13.0 (1~ 日

平均

縁側 1台当 様。跡目

崎~， 縁側事 鈴率

{時/自)

2.5 (2.3) 19.2% (H.7指)1150.0%(142.9") 

2.7 (2η 39.3%【"1.5指】 163.2%(1∞""】

2.6 (2・】 41.1% (35.4寓11131.8%(95.5") 

2.4 (2.15) 28.8% {16.71C)1145.0% (I()oI且制

2.7 (3.2) 28.6%(26.1削 130.4%引制五同

2.3 (3.2)1 25.2% (2.，1再}150.0% (1∞四.，

2.7 (3.6)1 20.8%【20..")155.0% (90.0鬼}

2.4U{1酎1〉1l 34.6%。E3H}150.0% (90.0") 

1.7 (1.8JI 8.5%伺.3'"163.2%【136..寓〉

2.5 (2.9】 25.4%ロ3.2'"148.1% (101.5指】

語審
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トレーラ 241 (2・5) 125.0 (u・OS) 174.8 cnu) (1・.5) 156.3 1150.1) 0.6 1.3 0.9 

積物遺伝トレーラ (12) 5.0 (l.s) 11.8 【砥.3) 11.5 111.21 1.3 2.3 1.0 

つッドチッパ (2J (2.0) 【1M) 111.31 
ポテトディガ c1l 3.5 (..0) 10.5 加必 53.9 C~.IIJ 14.1 抑制 o岨 0.15 0.05 2.0 4.0 1.3 26.2 

自脱コンパイン 3 ω 3.0 U.5) 12.0 (I2.Ol 60.0 00.0) 12.0 (12.11) 0.20 0.20 0.05 4.0 4.0 1.0 20.0 

ピーンスレッシャ 1 同 1.0 ω.0) 5.0 Ui日 40.0 (45.0) 8‘ 00.11 0.40 0.40 0田 84 8.4 1.7 21.0 

合計 5" 刷 4)291.5 1捕 ω 679.1 17OU) 5496.3 国民2) 1237.0 (11・U) 2.4 ‘1.8 

注1】IJ'!2トラクタとli.m気畳1.51l以下のトラクタ，."のトラクタNO.10-15)
主主計第也捕舗回数とは ある作家を1日3略間以上行った目を1目町 S崎間来桶を0.5固として集計した目敏である-.主幻揺彊り肉のI!値は 前写度実繍

スキッドステアロ ダ 188 (216.0) 94.0 帆叫 144.8 回附

幼尼僧(D-1リ 9れ&.Ol 7.5 れOoS) 25.5 ω1.0) 83.5 (lSU) 2渇.0 uz射
能鎗機。う~f"') 5 15.Ol 5.0 (5.1)) 159.0 OUoS) 

li:録樋(金子~小型 ω.0) 2.0 (3.1)) 51.5 (9$.()) 
動力4・i!1I1l 33何回 19.0 121.0) 67.3 00‘>> 

広瀬作家lE 62 (!IO.ω 49.0 US.5) 198.5 t1・6.51 198.5 046.1) 

注1)察白線僻目訟と俗 ある作集を1目3鴎間以上行ったEを，.‘ 3隣間来演を0.5固として集計した日銭である.

注2'括団()内の数値'" 前年度集積
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表7 2∞，.宇部門別トラクタ梅備状況(大型日lH普通コンAイン 05'"月-05:<李12" 表10 2田S年'"門別その他槍様線側状況(後燥縄 0'年，"-国年12"

部門名 分野名 偏由回数 算出棺働日蝕 楠働問問 消費問料a 部門名 分野名 情働回融 稼働崎悶

値物資運開尭罰門 83 (1ω)  54.0 (1J.5) 190.0 【269.5) 1076.7 (1134.6) 植物資湾問尭部門 4 (5)1 124.0 (138.0) 

作物栄聾学 7 (7) 3.' (3.5) 6.0 (8.S) 57.1 (52，6) 作駒栄葺宇

植物資語科学部門果樹 e 霞菜 16 (19) 10.0 【13.0) 25.5 (45.3) 103.3 (161.2) 植物調理科学部門果樹 ・蹟葉

花持‘造園 花斉ー;0圃

賓室 15 (16) 9.' (9.0) "自 (23.3) 158.3 (126.3) '庭歪

生鯉""'Ol門 中小東畜 39 (48) 22.5 (29.0) 71.5 (97.0) 549.8 (539.4) 生態畜産罰門 中小軍畜 3 ，，) 85.5 (71.5.】

文京畜 341 (209) 196.5 (141.0) "自 7 (482.J) 2591.4 印刷珂7J 大事濫

事務部 37 (39) 21.5 (36.5) 70.5 {126.5l 145.4 {232畠) 事務郎

合計 '"岨2l317.5 (305.5) 875.0 (1052.3) 4682.0 (却55.6) 合計 ? (8)1 210.5 位伺"

注1)算出格働日放とは、ある作家を1自3時間以上行った日を1日 3碕間来請を0.58として集計し 注1)徳彊 o肉の敏値".前年度実績
た目散である.

注2)指頭 o内の敏舗は節年度実繍

表8 2α万年部門別トラクタ織働状況(小型トヨlH自陣"旬、イ，，) 05t事4月 -05~事12月

分野名 棒曲目散 "出様働日蝕 続働問問 諸費樫科a

梅物資車問尭部門 252 (260) 147.0 (145.5) 375.7 (341.4) 679.3 (5曲 1)

作物栄聾学 8 (17) ，.， (8.6) 9.5 (14.8) 21.3 (40.6) 

植物踊翠科学部門果樹 園高菜 173 (182】 宮3.5 (103.5) 153.8 【217.0) 229.3 (314.1) 

花斉ー造園

3安蚕 " (26) 16.0 (1丘0) 51.9 (49.7) 128.4 (119.3) 
生館畜産部門 中小章吾 52 "" 27.5 臼0"， 70.3 (79.5) 161.2 (120.6) 

犬家畜 ， (2) 2' (1ω 6.0 (2.5) 15.8 (5.5) 
司医務部 '" 0.' 

(1.5) 2.0 【4.0) 1.6 (2.8) 

合計 '"【，..) 291.5 (305.0) 679.1 (708.9) 1236.9 (11幽0)

注1)算出線偽回数と" ある作費量を183崎間以上行った目を18，3略"'*濁を0.58として集計し

た目散である.

注"錯到。肉の鈴値1手 前年度実績

表9 2∞S年額門別その他機鎌篠働状況'"うん拠 05写4月-0'年12"

部門名 分野名 擁倒回数 軍出棺自由自慰 様働.，'" 法費然科a
植物資革開発部門 3 ，，) 0.5 【2.5} 1.0 "ω 1.0 (5.0) 

作物紫養学 3 (3) 1.0 (1.5) ，.， ，.ω 3.0 (5.0) 

樋物資意科学部門果樹ー蹟葉 4 (ヨ} '.0 (3D) 14.0 (13..5) 13.5 (11.0) 

花持 ー温闘

養蚕 3 (5) 20 (3.5) 6.0 (13.5) 6' (11.5) 

主眼畜産部門 中小車膏

大家事

事務部 研究祢

合計 9 (16) 7.' 【1日" 25.5 (31.0) 24.0 (32.5) 

表11 2田，，.窃門別その他槌綾織働状況〈運隙耳臣 蔵所作象車)
05写4 J'1 -05~12月

自巴判名 分"名 桔働日艶 寓出椋働日蝕 様.，.時間

怪物資耳開発部門 14 (24) 8.5 (15.5) 34.0 (尉7l

作物増益学

植物資源科学部門果樹 園買禁 76 【，，) 56.0 (49.0】 198.5 (184.5) 

花斉・遊園

養蚕 4 【Jl 3.0 (1.5) 14.0 (2凶

生瞳畜産関門 中小車畜

大蔵苦

事務部 。} 0.5 (0.5) 2.0 (1.5) 

合計 95.0 (92) 68.0 (66.5) 248.5 (252.1) 

法1)算出1裏側目訟とは ある作撲を183略間以上行った目を1日 3s暗闇朱濁

を0.'日として集計した目散である

注""姐 o内の"値l季、前年度実績

表12 2曲5年部門別その他樋S車線働状決{スキッドステアロ グ〉
国年4月-cお年12月

部門名 分野名 ...融自主主 算出陣曲目世 織働時間

植物資沼間尭部門

作物栄吾牢

植物資軍科学盟門果樹・高菜

花持・造園

寮11

生睡E産部門 中小軍奮

大商医ヨE 188 【236} 94.0 (116.0) 144.8 (236.0) 

事務'"

合計 188.0 (236) 94.0【118.0) 144.8 (236.0) 

i主1)l事出篠働日訟と{志、ある作家を183時間以上行った日を18，3崎間未濁を0.5日として集計し 注1)算出構図日"とはある作家を1日3時間以上行った目を1日 3鴎間来演

た目敏である. を0.5日として集計したB数である.

注21徳祖 O肉の数値1孟 前年鹿実績 i主21鼠"0内の数値i孟 前写鹿実積

大家畜
286.0 

2.0 126.5 70.5 

合計
大型 849.0 

小型 I 656.4 
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表14 2005年 冬季間牛舎作業機別トラクタ及びスキッドステアローダ穆働状況 自05年1月~至。5年3月

消費燃料(0) 機被名 稼働回数 算出稼働日数 稼働時間

フロントローダ 93 但1ω 46.5 (45.5) 55.3 (91ω 161.5 臼田4)

ベーjレカッタ 16但1ω 8.0 (45.日 16.0何5.5) 48.0 (136.5) 

スキッドステアローダ 60 30.0 30.0 

注1)算出穣働回数とは、ある作業を1日3時間以上行った日を1目、 3時間未満を0.5日として集計した回数である。

注2)括弧 o内の数値は、前年度実績

近年のトラクタ合計稼働時間の推移は次の通りである。 02年以降、第 2農場用地の一部管理換え

に伴う農地の減少により飼料作物収務作業体系の見直しを行った。大家畜は、乾草収磁をやめ、サイ

レージ主体に移行。中小家畜は 2番乾草収穫を中止。このため 01年には、 1465.8時間であった稼働

時間が02年 1384.8時間、 03年 1387時間と減少した.

しかし、 04年には 1740.7時間と急噌した.大家審が第 l農場へ移転。バイオガスプラントが稼働

開始し消化液タンクの涜枠作業と消化液散布作業が新たに加わり、さらに給飼体系変更に伴いパンカ

ーサイロから牛舎までのローダ作業.購入ロールベールの細断作業等が加わったためである.

表 3をみると 05年の合計稼働時間が前年比一207.6時間で 1533.1時間に減少したことがわかる。

減少の主な要因としては、次のことがあげられる.①MFl85による消化液タンクの俊枠作業がなく

なり 88.5時間減少した。② センタ一所有のトラックの更新として段耕用ダンプを購入したため大

型トラクタによるトレーラの稼働時間(表 4参照)は、 04年 67.5時間あったが 59.5時間減少し 8

時間となった.04年まで堆肥等の運搬は、 F6610と FMによるトレーラを主に使用していた.③04

年から溢耕用大型特殊及びけん引免許未取得職員のため MF3050を運転免許試験場へ持ち込んでの

試験が行えるようになった。 04年は免許取得教習と免許試験あわせて 125時間あったが 54.5時間減

少し 70.5時間となった.

大家畜の第 1農場への移転では、前述した通年での給飼等のためのトラクタ及びスキッドステアロ

ーダ作業が加わった。このため、燃料用軽油の購入誌も増加した.01年に 280，696円であった燃料

費は、 04年からの燃料費高騰も加わり 04年 482，142円、 443.799円となった。 06年度に中小家畜

が大家畜に隣接する新畜舎に移転する.豚・鶏の糞尿もバイオガスプラントで処理することになる.

消化液散布等のトラクタ作業が増えることが考えられ経済的にも厳しい状況が続くと思われる。

春季の大型トラクタを使用したロータリ作業では、!没学研究科作物生産システム工学分野による試

験が行われた。 2種類の材質の異なった耕うん爪を装着した作業幅 2.6mのロータリ 2台(サンエー

工業(株)PRONfO-260)を稼働時間が同じになるよう交互にT950へ装着して耕うん爪の試験を

行った.例年、大型トラクタによるロータリ作業は、 2.企η 幅(小橋工業(株)製)のロータリ 2台

を用いている。今年は、 100馬力以上のトラクタ用である供試機を T950に、当農場所有のロータリ

(↑貫行機)1台を MF3050に装着した。供試機は、慣行機に比べ砕土性能が良好で高速走行・深耕も
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できた。播種後の発芽揃いも良好で欠株も少なく技術職員や教員の評価は高かった。

表 4を見るとロータリの稼働時間は、前年比 9.0時間で 115.5時間と減少したが消費燃料は、前

年比+115.2Gで969.8Gと増加した。内訳は、寸'950が52.0時間、 565.7G. MF3050が48.5時間、

257.1 Gを使用した。 1時間当たりの消費燃料は、 MF3050が 5.3G Ihに対してT950が 10.9G Ih 

で約2倍となった。

作付面積・内容は、ほぽ昨年同織であるから作業効率が若干向上したと思われる。消費燃料が多く

なることの対策としては、砕土 ・耕深等を犠牲にしない範囲での作業速度の高速化や作物の収量及び

品質向上による収入増が考えられる。

なお、表 4では稼働面積が前年比+423.9aで 2188.4aと増加している。作業日誌を記帳する際に

実面積を記帳する人とロータリを 2回、 3回掛けした際に 2倍、 3倍した延べ面積を稼働面積として

記帳する人がいる。さかのぼって判断するのが難しいので日誌に記帳された面積をそのまま集計した

値である.このため、あくまでも参考値として扱っている.

参考文献

岡村俊民・農業機械化の基礎北海道大学図書刊行会.札幌.1991

渡部 敢 :飴段ジャーナル臨時増刊号「バイオガスシステムによる家畜ふん尿の有効活用」 “メタ

ン消化液の利用技術"巨富良学園大学エクステンションセンタ一 江別 2001
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中小家畜分野

中小家畜分野
原田誠

大嶋栄喜

原因進

仮屋洋人

中小家畜分野は、豚・鶏・ロパを飼育している。さらに、家畜飼料作物(トウモロコシ、馬鈴薯、ラ

イ麦、エン麦、南瓜)を栽培し、それらを家畜の飼料としており、 「土~飼料~家畜~排植物~土」の

サイクルの中で、一貫して土地と結び付いた家畜生産を行っている。主として、中小家畜・家禽の飼養

管理と飼料生産の実習、ならびに、家畜遺伝・育種・繁殖学的研究に利用されている。

本施設(家畜・闘場)は、技術職員4名によって管理・運営されている。畜産に関する学生実習に大

きな役割を担っており、毎年多数の学生実習に利用されている。この実習は、畜産科学科、獣医学部、

学内の学生を対象としている。たとえば、獣医学部学生対象の実習では、衛生管理面に、学部学生、そ

の他の学生には、一般管理の基礎に重点を置いた内容の実習を行い、対象とする学生に応じたメニュー

を考え、実習内容を工夫している。特に畜産科学科学生を対象に行う家畜生産実習では、春期から冬期

(通年)にかけて毎週l図、各家畜ごとに班に分かれてローテーションを組み、各家畜の基礎的な飼養管

理を学生に身を持って習得してもらう。また、春期から秋期にかけて飼料作物園場では、除草、馬鈴薯

収穫等の実習が行われている。後期には、約半年間の養豚実習を行っており、実習時間内外に審産科学

科2年目が毎日、朝・タの仔豚の育成管理と飼料配合などに取り組んでいる。

1. 学生実習内容

1)豚

O繁殖管理 分娩予知、分娩介助

種付け適期の判定

人工授精(採精、精液性状検査、精液注入)

O衛生管理 疾病の予防、寄生虫の駆除

ワクチン接種

消毒

0一般管理 種豚、肉豚の体型評価

仔豚の育成、肥育(離乳、去勢、耳刻入れ)

日常管理(豚舎、豚房の清掃管理、堆肥場・放飼場管理、飼料調整)

2)鶏
O人工授精(採精、精液注入)
O解卵、解化(種卵、勝卵器の消毒、入卵、検卵)
0育雛(育雛器の消毒、育費量管理、育雛の飼養、疾病の予防)
O日常管理(ケージの管理と清掃、飼料給餌、換気と光のコントロール)
O採血

3)馬・ロパ

O馬1頭(平成15年6月出荷) ・ロパ3頭(平成17年12月長沼ハイジ牧場へ)
O給餌、馬房の清掃
O蹄の管理

4)圃場における飼料生産

O飼料作物(トウモロコシ、エン麦、ライ麦、馬鈴薯、南瓜、その他)の播種、施肥、除草、中
耕、収穫

q
tu
 



2. 試験研究内容

1)豚

Oプタの放飼飼養方式の予備試験
Oプタの体外受精に関する研究
0プタ受精卵の体外培養および受精卵移植に関する研究
Oプタ精子の受精能獲得に関する生化学的解析
ODNA配列によるプタの家系判別に関する研究

Oプタ雄特異的遺伝子配列の検出
0自給飼料を主体とした肉豚生産方式の検討

2)鶏

O鶏の遺伝育種学的研究
O肉用鶏の効率的飼育法

3)馬 ・ロパ

OウマのマイクロサテライトDNAに関する研究

Oウマ類の毛色遺伝子に関する研究

3. 技術職員の日常業務管理

1)豚

担当技術職員1名

中小家畜

主な業務内容:朝・タの給餌・育成管理、豚の人工授精、教員の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

0学生実習・獣医学部解剖実習・畜産製造(ハム、ソーセージ、ベーコン) ・教員の実験 ・研究
に合わせた仔豚の年間生産計画の立案(教員・技術職員)および実行

0飼料購入計画の立案および実行
0飼料(トウモロコシ、ライ麦、エン麦、魚粕、馬鈴薯、その他)の配合割合計画の立案
(種豚用、 JJ巴育豚用、仔豚用)

O豚舎周囲の環境整備
0飼料作物生産[矯種14月エン麦、馬鈴薯、 5月トウモロコシ、 9月ライ麦

[収穫17月ライ麦、8月エン麦、 9月馬鈴薯、 10月トウモロコシ

。平成17年豚利用状況
平成17年豚出入

表1 種豚(実験用含む) ♂ 2♀ 4合計 6 

入荷 中小家畜分野生産数 ♂ 14 ♀ 13 合計 27 

出荷 畜産製造分野 ♂ 15 ♀ 9 

畜産科学科製造実習 ♀ 2 

畜産科学科解剖実習 ♀ 1合計 27 

平成17年1月から平成17年12月まで
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中小家畜

く〉 平成17年豚育成管理状況

自家配合飼料給餌量 (kg) 

表2 仔豚A用 3，120 

仔豚B用 3，240 

成豚用 2，280 

馬鈴薯(茄でて給餌) 4，500 

計 13，140 

馬鈴薯給餌 のベ時間

表4.1 下準備 60 

茄で時間 120 

後始末 60 

計

2)鶏

担当技術職員2名

市販飼料給餌量

表3.'晴乳期仔豚育成用
仔豚育成用

種豚飼育用

言十

洗浄.石灰塗布

表5. 豚房洗浄関連

石灰塗布

計

のベ時間

豚人工授精回数 12回

主な業務内容:朝・タの給餌・育成管理、鶏の人工授精、教員の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

0学生実習・獣医学部解剖実習・省産製造・教員の実験・研究・産卵鶏に合わせた鶏の年間生産
計画の立案(教員・技術職員)および実行

0飼料購入計画の立案および実行
0幼雛舎、中雛舎、交配舎、コロニー舎、成鶏用ケージ舎のスチームクリーナー洗浄
O鶏舎周囲の環境整備
0飼料作物生産(豚担当技術職員に同じ)

O 平成17年鶏育成管理状況

飼育羽数

♂ ♀ ♂早計司表6

IH16年6/14生悶R

H17年6/13生RIR 37 96 133 

H17年6/13生RIR実験用 16 30 46 

H17年6/20生悶R実験用 4 20 24 

H17年6/13生WL l 4 5 

H17年6/13生雑種 6 25 31 

H17年6/13生アローカナ 5 5 10 

鶏 1 。 1 

姫鶏 1 3 4 

冠鶏 1 1 2 

ホロホロ鳥 3 。 3 

七面鳥 l 3 4 

♂計 80 ♀計 201 総数 281 

平成17年末羽数
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採精状況

表7.1 学生実習用

更新用

実験用

計

入卵状況

表9.1 学生実習用

更新用

実験用

計

解化状況

表11.1 学生実習用

更新用

実験用

計

翼帯イサけ換え状況

表13.1 学生実習用

更新用

実験用

計

採血状況

表17.1 学生実習用

表19

実験用

計

飼料給餌量

幼雛育成周

中雛育成用

大雛育成周

成鶏飼育用

計

飼料穀物粉砕畳

表20.1 トウモロコシ

ライ麦

エン麦

計

人工授精状況

表8.1 学生実習用
更新用

実験用

計

個数受精率 検卵状況

一一一一 表10.f一一享互支習用
更新用

実験用

計

羽数鮮化率 供用換え状況

表12.1 学生解剖実習用

畜産製造分野用

実験用

計

のベ羽数

のべ個数

デピーク(鳴切り)状況(やり直し含む)

羽数

kg 
800 

800 

2，000 

12，000 
15，600 

表14.1 学生実習用

更新用

実験用

計

卵重測定状況

表16.1 更新用

実験用

計

スチームクリーナー洗浄

表18 解卵器部品関連
育雛器.育雛室

中雛舎

コロニー舎

交配舎

ケージ舎

計

鶏卵生産量

表21 1月 374.4 7月
2月 321.5 8月

3月 340.2 9月

4月 347.9 10月

5月 384.0 11月

6月 340.5 12月

年間生産量
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時間

13.08 
14.00 

13.08 

13.50 

18.65 7 
23.2 

95.58 

kg 
328.3 
374.3 

225.7 

50.4 

70.4 

184.8 

3，342.4 
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中小家畜

3) ロパ
担当技術職員2名(鶏と兼ねる)

主な業務内容:朝 ・タの飼育管理と教員の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

0牧草、エン麦等の給餌管理
O放牧場管理

♂一

数
一

一

頭
一
一

育
一
一

飼
一馬
一

J

、‘
-
-

J
J
-

-

旦
随
一

年
一
一
弓'-
-

司
I
A
F

E

成
一
一

平
一
一n4
 

n，b
 
表

4) 家畜飼料作物

担当技術職員1名

主な業務内容 .圃場管理、教官の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

0飼料作物(トウモロコシ、馬鈴薯、ライ麦、エン麦、その他)の作付け計画の立案(教員・技
術職員)および実行

0種子、除草剤、購入計画の立案および実行
Oトラクタ一、プラウ、デスク、 ドリル、パッカ等の民主業機械作業計画の立案および実行

O飼料作物生産[矯種14月エン麦、馬鈴薯、 5月トウモロコシ、 9月ライ麦
[収穫17月ライ麦、 8月エン麦、 9月馬鈴薯、 1 0月トウモロコシ

0平成17年作付け面積及び収穫量

飼料作物作付け面積

表23.1 トウモロコシ』

ライ麦

馬鈴磐

客土地

間
一シ

朋
一口
麦
曲
者

物
一日

イ

鈴

作
一円

ラ

馬

料
一
h

飼
一M
 
表

(a) 

50 南瓜 10 

60 牧草 100 

20 緑肥ハゼリ草 100 

100 エン麦 170 

エン麦の一部緑肥

(kg) 

南瓜 1，000 

1，000 エン麦 1，800 

6，350 

フイ麦一部倒伏

技術職員4名は、それぞれの担当を持ち全体として協力して業務をしている.一番仕事が集中するの

は、飼料作物播種時期の春期であり、この時期には技術職員全員が闘場に出て播種作業にあたる。デス

夕、 ドリル、パッカ、種子運搬などに携わる。同時期に豚、鶏それぞれ豚房、鶏舎(育雛舎・育雛器、

中雛舎・中雛ケージ)等のスチームクリーナー洗浄、人工授精、採卵、勝化等などの仕事が集中してい

る。また、秋期の飼料作物収穫時期には、なるべく学生実習日と合うようにと考えてはいるが、最近の

天気はままならないのが悩みの一つである.

家畜を扱う為、土曜日・日曜日・祝祭日の日直が避けられないので教員1名と技術職員4名で交代で
勤務している。大学法人化に伴い、日直手当が廃止になり技術l織員の土曜日・日曜日・祝祭日の勤務は

振替日が設けられた。それにより技術職員の振替日に派遣職員が勤務する事になり、仕事内容が日替わ

りの側面がある為、どの範囲まで教育したらよいのか日々検討中である.

4月には、前年完成した新畜舎に引越の予定だが、 D型機械庫(通称カマポコ)と鶏放飼場及び屋根
付き堆肥場の建設めどがついていないなど問題点が残こされている。また、豚の放飼場予定地も盛り土

地盤の為、非常に軟弱で豚の鼻で掻きまわされて泥棒化が懸念される。新畜舎を維持管理していく為の

機械装置が数多くあるので、その理解と手順を早〈習得することが課題である.
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中小家畜分野

平成17年 中小家畜分野業積層(主要項目)
豚・(ロパ)担当 ~・(ロパ) 担当 圃場担当

毎日朝・タ給餌、豚厨糞掃除、 毎日朝夕給餌、鶏卵重測定、 12月から翌年3月まで家畜飼育管理

育成管理 育成管理、月金曜日鶏舎糞帰除

l月 畜産学生実習(2年目後期) 解剖実習用鶏獣医学部へ運蛾 畜舎周閤除雷{技術醸員全員)

豚分娩 外注者受け入れ打合せ 国場作付け器提出

豚房1:生石灰塗布 11;.設部と新畜舎関連会議 施設部と新畜舎関連会議

2月 豚人工授晴 苅体重測定 畜舎周囲除雷(技術職員全員)

仔豚雌乳 密産学生実習(2年目後期) 農薬購入替続出

豚房に生石灰塗布 飼料用毅物粉砕 依託業者の件、会計掛長と会議

3月 豚居水洗い蒸気消萄 飼料タン空移設打ち合わせ 畜舎周囲除雷(筏術臓員全員)

仔豚移動 デピーク 施設部と新畜舎関連会議

豚体重測定 育雛舎育雛器スチームヲリーナー洗静 農場技術職員研修参加

4月 豚出荷 畜産学生実習侶年目前期)採精人工授精 肥料搬入

畜産学生実習(3年目前期) 猷医学生実習採精人工授精 馬鈴薯[エニワ)種子切り

猷医学生実習 飼料タンク移設打ち合わせ エン圭種子、選別

5月 獣医学生実習 猷医学生実習人工授精 エン歪揺種

豚放銅場電気牧栂、段置 実験用交配計画打ち合わせ 馬鈴薯{エニワ)播種

畜産学生実習(3年目前期) 更新用実験用探精人工授精入卵検卵 トウモロコシ播種・南瓜播種

6月 豚舎周囲管理作業 更新用実験用検卵解化 緑肥掲種(ベッチ)

問料配合 鶏実験用採血 除草剤散布(エン愛圃場)

畜産学生実習(3年目前期} 更新用実験用脚帯から翼帯に付け替え 除草L馬鈴薯南瓜圃場)

7月 獣医学生実習 中雛舎スチームクリーナー洗裕 防虫 ・肪菌剤散布(馬鈴薯南瓜園調)

仔豚、去勢耳刻入れ 飼料タンク移設打ち合わせ 除草(南瓜聞場)

豚出荷 鶏移動育雛舎から中雛舎へ 乾燥機掃除

8月 豚人工授精 新畜告関連会議 防虫防菌剤散布(馬鈴薯南瓜圃場)

豚体重測定 コロニー告スチームクリーナー洗浄 ライ歪収積

豚還掻Jli製作 実験用交配計画作成 エン麦収積

9月 飼料用穀物粉昨 鶏移動中雛脅からコロー一台へ 南瓜収積

豚分娩 交配合スチームクリーナー洗浄 馬鈴薯収積

豚房に生石灰塗布 学生実習用銀粉人工授精入卵検卵解化 ライ麦摺種

10月豚人工授精 ケージ舎スチームクリーナー説浄 南瓜圃場プラウ

畜産学生実習(2年目後期} 実習用雛採血 新畜舎除雷柵製作

新畜舎除雪周窓枠製作 新審告関連会議 新畜舎に飼料タンク移設準備

11月新畜舎に飼料タンク移動車備 新膏合関連会館 トウモロコシ収種

新畜舎防雪用窓枠製作 解剖実習用鶏獣医学部へ運搬 堆肥散布

ロパ運!It枠製作 苅移動コロニー舎からケージ舎へ 乾燥機掃除

12月豚出荷豚分娩 新奇骨関連会議 ロパ運鍛u、イジ牧場)技術職員全員
ロパ運搬(ハイジ牧場)技術鞍員全員 飼料タンク移設 畜舎周囲除雪

飼料配合 畜産学生実習(2年目後期) 新畜舎(飼料タンク ，備品引き渡し)
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大家畜分野

業務概要

新海秀史

高橋太郎

大家畜

平克郎

八巻憲和

本分野では、乳牛(ホルスタイン種)および緬羊(コリデール種)の飼養管理と、粗飼料の栽培収様、そして

これら実験動物を用いた教育 ー研究の支援を主業務とする。

平成15年11月、それまで本分野の主業務現場であった旧牛舎(通称 f第2農場」内)より、第1農場北に

新設された「酪股生産研究施設Jへの、家畜、設備および諸機能の移転が行われた。これにともない、日常作業

の内容や手順等についても、随所に変更が行われた。

平成 18年 3月現在の基本的な日常業務として、搾乳 (8・30および 16: 00 )と生産乳の出荷、子牛への哨

乳(1日 2回搾乳時)、牛舎内清掃(午前)、サイレージ運搬(午前)、乾草等の飼料給与(午後)がある。

これら最低限の飼養管理の他、牛および羊の個体状態の把握と健康管理、乳牛については発情の観察、人工授

精および分娩の監視・介助等の繁殖管理、さらに傷病に対する基本的な処置や獣医師の診療の際の補助・立ち会

いなど、動物の育成飼育という業務の性格上、非常に多岐に渡る作業が求められる.

これらの業務を行うために必要な機械・設備として、ミルカ一等の搾乳関連機械、自動給餌機「マックスフィ

ーダー」等の飼料給与関連機械、および新施設より採用された糞尿処理設備「バイオガスプラントJ等があり、

これらの操作や保守点検も年間を通じた重要な業務である。

加えて実験・実習や研究の支援・補助、および学生・大学院生への飼養管理や設備使用に関する指導業務が随

時ある.

夏期間は、放牧地および採草地の管理(牧柵整備、施肥、除草など)、飼料用コーンの栽培、そして粗飼料の

収穫(グラスサイレージ、コーンサイレージのパンカーサイロへの詰め込み)等の困場管理業務が加わる.な

お「第21良場」耕地の度重なる栽培面積減少や、現施設と f第2段場」採草地との運搬の問題等の理由により、

乾草は現在は自家生産せず、購入に頼っている.

粗飼料の栽熔耕作および収穫等の、短期に繁忙化する業務については、当農場の機械グループより技術職員 2

名の応援を仰いでいる。

冬期間には、牛舎周りおよび牛運動場、パンカーサイロの除雪等の業務が随時必要となる。ただし、現施設の

最大の問題点のひとつとして、施設周辺に広範囲に敷き詰められた粘土質土壌がある。極端な泥棒化により、夏

期間においても車両や家畜の通行の大きな妨げとなっているが、厳冬期においても地盤が凍結する事は無く、砕

石を敷き詰めた箇所を除いては、基本的にトラクタ一等車両による除雪は不可能である.この問題に対処するた

め、平成17年秋、バイオガスプラントから得られる温水を利用した窓下融雪装置を技術職員の手により新設し

た。

2 教育利用内容

1)実習

家畜生産実習 農学部 畜産科学科 ( 2年後期-3年前期、必修)

t霊場実習 農学部 生物資源科学科 ( 3年前期、必修)
農業経済学科 ( 3年前期、必修)
応用生命科学科 ( 3年前期、選択)

飼養管理実習 獣医学部 獣医学科 ( 2年前期、必修)

家畜内科学実習 獣医学部 獣医学科 ( 5年前期、必修)

農業工学実習 農学部 農業工学科 ( 2年前期の一部、必修)

草地学実智 獣医学部 獣医学科 ( 5年の一部、必修)

私たちの生活と家畜全学教育科目(畜産科学科担当) (前期、選択)

他、見学等多数。
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2)実験・論文

家畜栄養学実験

卒業論文実験

修士論文実験

農学部

農学部

畜産科学科

畜産科学科

( 3年後期、必修)

(発表B件)

農学研究科家畜生産学講座 (発表3件)

fìZ，~L牛の定置放牧における放牧地の草地構造、牧草生産および利用の関係J
「破砕とうもろこしサイレージ給与がルーメン内発酵とルーメン細菌におよぽす影響J
fR回l-timePCRによるルーメン細菌定量系の確立とその応用によるイナワラ消化の
生態学的解明J
f虫学研究科生物生産工学講座 (発表l件)
fjlI赤外分光法による搾乳時乳質の連続測定技術ー多変盈解析手法を用いた近赤外
スベクトル及ぴ検量線の解析」

博士論文実験 農学研究科家畜生産学講座

3.研究利用内容(共同研究含む)

-乳用牛の繁殖管理に関する研究(獣・繁殖)

-バイオガスプラントシステムおよび消化液処理に関する問題点の検証(セ・畜産)

・バイオガスプラント稼動状況調査(股 ・農工)

-バイオガスを利用した疑似温泉水作製に関する実験(股・農工)

・ウシ血球細胞に及ぼす脂肪主磁器由来サイトカインの作用(獣・生化学)

・反努家畜の飼料消化動態に関する研究(農・畜牧)

・3宮、乳牛の放牧主体飼養下における併給飼料の給与法に関する研究(農・畜牧)
・家畜生産システムにおける土地利用と生産効率(良・畜牧)

・土地を基盤とした牛乳生産に関する研究(段・畜牧)

・酪農生産における草地の生産力評価に関する研究(農・畜牧)

・反努家畜の栄養と消化管環境に関する研究(農・家栄養)

他

第 2農場 画場略図(平成17年 12月現在)

北24条通り 至北24条駅 圃場

" 
イネ科/マメ科混矯草地 1267 a 

(l ~7 区、 9~ 1 1区)

9 7 

1而 2幽

11桶. ' 

5 

，~ 

うち， 1-6区は採草/放牧兼用

7.9.10.11区は採草専用

飼料用デントコーン栽培

(8区)

343a 

なお、新設の酪農生度研究施設および周辺圃場の略図は、圃場の位置面積の確定後に作成の予定草地 300a 

デントコーン 237 a 
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平成 17年度 資料 (犬家畜分野)

家畜飼養頭数推移(平成17年 1/1~12/31) 

平成17年 培加 減少 平成17年
1月1日 出生 その他 売払 管理換 実験他 型車死 12月31日現在

乳牛 ♀ 39 9 6 z 。 39 
{うち1頭は 111生}

♂ 5 。 5 。 。 。
計 40 14 11 z 39 

緬羊 ♀ 。 。 。 。 。 。 。 。
{サフ才一ク) ♂ 。 。 O 。 。 。
(コリデル) ♂ 7 。 。 。 。 。 6 

計 8 。 。 。 。 。 6 

2主)乳牛雌地加[出生)のうち 1顕は1月1自に出生した
ため‘平成 17年1月1日現在の頭世にも吉まれている.

牛乳生産(平成17年 1I 1~1213 1) 

年間総搾乳量 107，654.7 kg 

月あたり平均 8，971.2 kg 廃棄量 6，265.4 kg (5.8 %) 

平均搾乳実頭数 13.9顕 日甫乳使用量 2，158.5 kg (2.0 %) 

1頭当たり平均乳量 7，744.9 kg 実験供試量 1，196.1 kg (1.1 %) 
(実頭数より算出) 総出荷量 97，987.0 kg (91.0 %) 

乳牛繁殖状況(平成17年 1I 1~12/31) 

授精実頭数

授精延べ頭数

授精平均回数

最終受胎頭数

23頭

56頭

2.4回

19頭

O頭最終妊否不明頭数

総受胎率 86.4 % 

使用種雄牛(凍結精液)

H-3450 

H-3333 

P-5975 

JP5H51570 

JP3H51777 

JP3H51849 

H黒-59

凍結精液は社団法人ジェネティクス北海道より購入
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粗飼料生産(平成17年度)

播種施肥および防除

種別

牧草地

面積 (a) 肥料および農薬 施肥量(kg) 

{イネ斜・マメ約出燭) 10aあたり

第2農場
(放牧/探"'1庭用)

1，383 BB702 5，500 (40 kg) 

第 1農場 200 硫安
過リン酸石灰

ガスプラント消化液

260 (13 kg) 

760 (381沼)

Z 15，500 (10.8 t) 

飼料用デントコーン
(LG3457ニューデント100 70kg冊稲)

第2農場 300 S482 1，500 印刷

第 1段場 100 硫安
過リン殻石灰

ガスプラント消化液

380 (38 kg) 

100 (10 kg) 

71，500 (7.2 t) 

盟盤量

種別 刈り取り数次 面積 (a) 収量(t) 10aあたり

グラスサイレージ 1番刈り 933 160 (1.7 t) 
( 17.6.27 -6.30) 水分 74%) 

2番刈り
(17.8.30-8.31 ) 

624 66 (1.1 t) 
{水分 74%) 

コーンサイレージ 400 117 (2.9t) 
(17.9.26 --9127) {水分 74%) 

。。



畜産製造

畜産資源管理技術班(畜産製造)

加藤秀雄 日置昭二

1.概要

畜産製造実験実習施設には食肉製品と乳製品の加工・製造に必要な種々の加工機器、施設があり、中小家畜・

大家畜で生産された家畜・家禽および牛乳を利用した食肉製品、乳製品の学生実習および実験 ・研究を行って

いる。

当施設は技術職員2名と関連教員によって管理・運営されおり、各種加工製品の製造を行うと共に、股学部

畜産科学科を中心とした教育 ・研究の支援業務を行っている。

2.学生実習内容

学生実習は畜産製造の施設を使用し、主として農学部畜産科学科3年目学生を対象に食肉利用学実習と酪股

生産物利用学実習を行い、食肉製品、乳製品の原料の検査および各種製品の加工、製造機械の取り扱い、食品

の衛生管理などの総合的な学生実習を行っている。

実習開始時には学生に実習の内容を説明した上で、事故や怪我のないように注意を払い、多人数でもできる

だけ学生各人が実習を体験できるように考慮しつつ教員と技術職員が一体となって実習指導を行っている。

カリキュラムは一回につき 3時限の内容であるが実習を充分に理解・体験してもらうために時間内に終了しな

いことも多く、実習の準備と後処理には、学生の安全と衛生面から多大な時間と作業金が必要とされる。

また、実習で製造した製品は学生が試食を行い、その評価・感想は次の実習の参考にしている。

更に学生実習で製造した製品の購入希望者には製品の販売も行っている。

イ)食肉利用学実習

食肉の処理技術の実習を行いながら各種食肉加工製品を製造し、食肉製品加工工場を見学する。

豚のと畜と解体 。 豚のと音および解体を行い、と畜検査についての実習を行う。

豚枝肉の解体、分苦手J......豚枝肉を大きくカ夕、ロインとバラ、モモに3分割し、除骨 ・整形して部分

肉に整理し、実習の材料とする。

食肉製品の製造 ー 各種のハム、ソーセージ類、ベーコン、スモークドチキン、缶詰食品として

ランチョンミートを製造する。

ソーセージの品質評価 実験用ソーセージを製造し、その物理的特性や色調などを比較検討する。

工場見学 食肉製品加工工場を見学する。

ロ)i'lig農生産物利用学実習

乳製品の原料としての牛乳の成分や乳質、細菌等の検査および分析を行い、各種乳製品の製造実習を行い、

近郊の乳製品加工工場を見学する。

ガイダンスー牛乳の取り扱い・乳等省令(厚生労働省)について。

乳質検査リ-衛生的乳質、成分的手L質の各種検査法について。

乳製品製造 ノくタ一、チーズ、 アイスクリームの製造と各種製造機械の構造と操作法について。

工場見学 乳製品加工工場、乳業会社研究所、生手は責査機関を見学する。

。。
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3.食肉利用学実習 平成17年度

畜産科特ヰ

ω主催日)

4 5 

4. 12 

(畜産製@)

4. 19 

(音産製i飴

4. 26 

(畜産拠白

5. 10 

(畜産製i鉛

5. 17 

(畜産製~

5. 24 

(畜産製i飴

5. 31 

(畜産製i白

6 7 

(資産製~

6. 14 

(畜産製rm

6. 21 

(畜産製~

6. 28 

(畜産製i包

7 5 

(畜産製~

7. 12 

(畜産製i霊訪

7. 19 

立操学生畜産科判ヰ3年生

毎週火日程日 5~7時限

(必修1単位) 若松助手

(13: 00~15 : 30) 

実習項目 実 習 内 容

ガイダンス 実習の概要説明

豚のと畜と解体 (2~JV と畜場法の概要・生体検査 ・と畜方法の実技

皮はぎ法 寺町l皮・内臓の除去・背骨lり・内臓検査 ・枝肉検査・枝肉保冷
湯はぎ法ー湯つけ・脱毛 ・内臓の除去・背割り・内臓検査・枝肉検査・

枝肉保冷

豚枝肉の分害rJ及ひ徐骨 枝肉の樹寸け・大分割(カ夕、ロインとノミァ、モモ)および除'自・正肉用

整形と加工用整形

ソーセージ用原料肉 ソーセージ用ウデの整理(筋、 1建、脂肪の除去)

の整理および塩漬 赤肉、脂肪の塩漬(乾塩漬法)

ソーセージの製造 ソーセージ(ボローア・ウィンナー・フランクフノレト)の製造ー

ロース、パラ、心蛾舌、 チョッピング・カyティング・充j真・前無煙・ボイル・後再確・冷却

角肉、血液の塩漬 バラの塩漬(車坦演法)・ロースの塩漬(湿底潰法)

プラットソーセージ原料(心臓・舌・角肉・血液)の極漬

ブフツドソーセージの 豚皮のボイル・脂肪の角切り ・心臓舌のボイル・カッアイング・充填・

製造 ボイノレ・予備冷却悦水)・冷却鈎醇(冷蔵庫J

ロースハム、生ハム、 ベーコンの製造 ソーキング・湯洗い・乾燥・煉煙・冷却

ベーコンの製造 ロースの製造 整形・充填 ・ボイル・締め直し・ボイル・煉綾・冷却

午前!o時30分開始 生ハムの製造 整形 ・充境 ・乾燥・煩煙・冷却

プレスハムの製造 つなぎの作製・ミキシング・充j真・前線煙・ボイノレ・後煤煙・冷却

セミドライソーセージ セミドライソーセージの製造

の製造、スモークドチキ 脂肪の角切り・カyティング・ミキシング・充j真・ボイノレ・閥重・冷却

ンの塩漬 スモークドチキンの塩漬(温塩漬法)

スモークドチキン 整形・ボイノレ・煉煙・冷却

の製造

缶詰の巻締め試験 KHホームシー7の1stシーミングローノレと 2ndシーミングローノレの調盤・

二重巻締特性値の検査 ・加庄検査・シーリング部の断面検査

缶詰(ランチョン チョッピング・カyティング・エ7ノレジョン化・充j真・シーリング・

ミート)の製造 レトノレト滅菌・冷却・拭き上げ

実験用ソーセージ 班硝酸濃度の違いによる発色済rJの効果

の製造 チョッピング・カッティング・ボイノレ・煩煙・冷却

実験凋ソーセージ 色調の測定・官能試験

の分析

食肉加工メーカ一見学 食肉加工工場の見学
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4.酪農生産物利用学実習 平成17年度

対象学生畜産科学桝3年生

毎週木曜日 5"'7時限

(必修l単位) 玖村助教綬

(13: 00~15: 30) 

畜産科学科

(木曜日) 実習 目 的 実 習 内 廿同，

4 7 オリエンテーション 実習の概要解説

4. 14 乳質検査 I アノレコールテスト・ CMTテスト・比重測定・滴定直叙主

4. 21 乳質検査E 平板培養と BGLB培地による大腸菌君轍査

4. 28 手L質検査E 乳質検査Eの結果判定と手絡の測定

5. 12 見学 酪農検定検査協会(生乳試料の分析施設を見学)

5. 19 クリーム分離と全乳、脱脂乳 クリーム分出m.....牛乳温度調整・クリームセバレーターで生クリーム
(畜産製造) の脂肪率測定 と脱脂乳に分離・クリームセバレーターを分解し

仕コ組みを説明

パブコック法での原料乳と脱脂乳の脂肪率調rJ定

5. 26 クリームの脂肪率測定とノ、 バターの製造 ークリームの温度調節・メタルチャーンでのチャーニ

(畜産製造) ターの製造 ング・バターミノレク排水・加塩・バキューム・ワ

ーキング・水分測定 ・型詰め

パブコック法でのクリームの脂肪率の測定

6 9 バターの塩分測定 バター中の塩素含量から塩分濃度を換算

6. 16 凝手LM素 チーズ製造時に用いる凝手lli李素の活性を種々の加熱殺菌法を用いた

牛乳を基質として測定

6. 23 ゴーダチーズ、アイスクリー ゴーダチーズ 原料乳の調製・加熱殺菌・冷却・チーズパット内

(畜産製造) ムの製造 温度調整・スターターの添加・カ yティング

午前10時間分開始 クッキング・ホエー排除 ・モーノレド詰め ・プレ

ス反転・パキューム後再プレス ・プレス開放後

底素水に浸水 (WOCで15時間)

アイスクリーム アイスクリ ムミックスの銅製・均質化・殺菌

冷却・フリージング・オーバーラン測定

6. 30 牛乳、ホエー中のCa含量の 原料乳とホエー中の Caを測定することにより、カードに移行した

測定 Ca孟を換算

7 7 木村氏講義とチーズの試食 プロセスチーズの製造工程の説明と試作

(畜産製造) 種々のチーズの試食

7. 14 見学 ヤクノレト、雪印乳業

発酵乳およひ市乳工場、乳業資料館の見学

6. 24 チース熟成管理 ニ人一組の当番制でチース‘の熟成管理

モーノレド抜き ・加塩・コーティング・チーズ表面の拭き上げと反転お

7. 28 よびサラシ交換

(畜産製造)

。。
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5.研究支援業務 平成17年度

概要

大判克農学研究手ヰ生物資源(1:産学専攻畜産資源開発学部座畜産食品開発学研究室、 fljg，良科学研究室および};A古学部

音産科学科の教員、大朝]完生、学部学生が関与する研究テーマについて、畜産製造実験実習施設を使用して、教育研究

への協力を行っている。

食肉の利用に関する研究(畜産食品開発学研究室)

1)伝統的乾塩漬食肉製品中の赤色色素形成に関する研究

2)パノレマハム中の鵬首プロトポノレフィリン医形成糊茸の解明

3)ノ勺レマハム中の躍晶プロトポノレフィリン政の局在に関する研究

4)通電加熱法による櫛吉肉の解凍に関する研究

5)ロースハムの割H立と製法による身骨lれの発生の違いに関する研究
6)豚各種骨格筋における死後硬直時の収縮特性の違いに関する研究

7)非加害相星爆食肉製品の安全性に関する研究

8)製造廃葺吻からの亜臨海水処理による高付加価値成分の抽出に関する研究

9)解硬による食肉の軟化に及ぼす核内プロテアーゼの影響

1 0)食肉製品の品質に及ぼす亜硝酸の影響

11)食肉製品の品質矧主に及ぼす食塩濃度の影響

1 2)缶詰製品の貯蔵期限に関する研究

1 3) 1.腕納解凍法の改善の試み

1 4)食肉貯蔵法の改善の試み

牛乳の利用に関する研究(酪農科学研究室)

1)牛乳中に含まれる機能性微量タンパク質に関する却移E
2)チーズ中に含まれる加水分解酵素に関する研究

3)ゴーダタイプチーズの品質の関する研究

4)バイオマス生産素材としてのチーズホェーの利用に関する研究

5)バター製造時における孫』口座の粒形が最終製品中の塩分含誌に及ぼす影響

6)ゴーダタイプチーズの熟成に及ぼすコート剤と加塩法の影響

7)コーダタイプチーズの品質に及ぼす手嶋菌の影響

6 その他の施設利用

当実験実習B領空における平成17年度の学生実習以外の利用は見学回数14回 ・見学人数約32名で、見学者は、学生

をはじめ外国人、 他大学教員、食肉関連企業関係者など多岐に渡った。

また、実習以外の施主鯨IJ用件数は7回で合計72名の関係者に利用された。

学生実習以外の施設利用

1年生対象の全学教前相「一般教育学演習私たちの生活と家音」で当施設の見学が行われfこ。

食肉製品の製造実験 ロースハムの製造実験 ・パノレマハム製法による骨付きハムの製造実験

手l製品製強実験 ー モザレラチーズ(モッツァレラチース〕の製造実験

筑波大学担『判明哉員の実習 ベーコン用ノ《ラの塩漬・ロースの寝演・当実験実習施設で製造した食肉製品類

の欽食を兼ねた昼食会を行った。

日:本畜産学会第105回大会への支援

9月9日(金)・9月10日(土)の2日間の日程で机線コンベンションセンターで行われ、 10日のワー夕、ンョッ

プ「食肉科学教育のあり方について」の中で当実験実習方i観主の見学および北海道大学における食肉科学に関する

講義・実習内容の説明と当実験実習古自党で製造した食肉製品類・幸四l品の試食を行いながら、食肉科学教育のあ
り方についての自由言布市がおこなわれ、見学説明およひ支援を行った。

p
h
u
 
no 



6.年間生産実績
畜産製造

平成17年度

平成1 7年度は生豚で2頭を学生実習に使用し、豚枝肉で37頭の合計39頭と廃鶏322~~をと畜 ・ と鳥処理を行い

ブ恒イラー32羽・牛乳808kgを原料に学生実習・製造を行った。

これらの原料から製造された製品は、会計に出荷して学内販売された。

LγごL 製造 年間生産 実験 年間生産

単位 回数 予定量 試食 実績

ロースハム kg 3 140 7.8 135.1 

fく』ーコン kg 4 229 7.55 191.25 

プレスハム kg 5 270 24 366.4 

ボロニアソーセージ kg 7 792 34.9 627.1 

ウィンナーソーセージ kg l 42 5 27 

セミドライソーセージ 本 l 240 19 263 

ブ‘ラッドyーセージ kg l 36 6.4 29 

ランチョンミート 缶 90 12 111 

ボイルドチキン 缶 7 209 9 5601 

スモークドチキン kg l 27 6 33 

ラード l沼 2 245 。 300 

ゴーダチーズ kg 1 16 1.63 17 

バター 本 l 77 8 138 

-87ー
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7畜産製造・機械配置図および名称 耐回附
鯉
脳

乳製品加工実習室 (01) 肉製品加工実習室 (01) 

乳受入洗ピン室 63 試験室 20 

市乳処理室 70 講義実験室 76 

乳製品加工実習室 129 資材置場 24 

バター加工室 16 消寝室 16 

冷蔵庫 20 控室 20 
冷凍庫 20 

合剖 474 

屠殺実験室 75 廊下 13 

畜肉加工室 230 事務室 23 

燃煙室 92 控室 15 

冷蔵庫 13 

準備室 10 
冷凍庫 18 

合計 489 


